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議会を傍聴して は、いただいた傍聴アンケートを基本的に原文のまま掲載しています。
（個人を特定できる表記は除いています）

　

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
決
算
お
よ
び
各
特
別
会
計
決
算

な
ら
び
に
水
道
事
業
会
計
決
算
、
下
水
道
事
業
会
計
決
算
は
、

付
託
さ
れ
た
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
６
日
間
に
わ
た
っ
て

審
査
さ
れ
、
本
会
議
で
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
た
。
一
般
会

計
と
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
は
賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
た
。

こ
れ
以
外
の
特
別
会
計
と
下
水
道
事
業
会
計
は
全
員
賛
成
で

認
定
さ
れ
た
。
２
ペ
ー
ジ
か
ら
６
ペ
ー
ジ
で
令
和
２
年
度
決

算
を
特
集
す
る
。

一
般
会
計
に
お
け
る
主
な
指
摘
事
項

コロナ対策に約22億円
基金を取り崩すことなく財政を運営

令和２年度決算審査委員会　委員長報告

決算審査特別委員会
委員長 藤 本 憲 一

一
般
会
計
決
算

　
　
　
　

の
特
徴

　

令
和
２
年
度
決
算
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
費
と
し
て
、
合
計
22
億

１
７
７
５
万
５
０
０
０
円
の

補
正
予
算
が
組
ま
れ
た
と
こ

ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
住
民
支

援
に
78
％
、
事
業
者
支
援
に

６
％
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
12
％
、
感
染
症
予
防
対
策

に
４
％
使
わ
れ
た
。

　

経
常
収
支
比
率
は
昨
年
度

を
下
回
り
96
・
９
％
に
な
り
、

さ
ら
に
財
政
調
整
基
金
も
取

り
崩
す
こ
と
な
く
１
億
９
１

７
１
万
円
を
積
み
上
げ
る
こ

と
が
で
き
、
財
政
調
整
基
金

の
残
高
は
８
億
３
４
３
７
万

４
０
０
０
円
と
な
っ
た
。
今

後
も
毎
年
約
15
億
円
の
公
債

費
償
還
が
必
要
で
あ
り
、
財

政
硬
直
化
の
一
因
と
な
っ
て

い
る
。
本
町
が
取
ら
ざ
る
を

得
な
い
の
は
、
公
共
投
資
の

総
額
抑
制
で
あ
り
、
必
要
な

事
業
で
あ
っ
て
も
会
計
状
況

を
見
て
予
算
を
組
む
必
要
が

あ
る
。

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の

　
　

乗
合
タ
ク
シ
ー
を

　

交
通
弱
者
に
対
す
る
実
態

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
を
求

め
る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
運
行
改
善
や
デ
マ

ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
導

入
し
た
が
、
さ
ら
に
ド
ア
・

ツ
ー
・
ド
ア
方
式
の
導
入
な

ど
、
早
急
な
対
策
を
求
め
る
。

未
給
水
地
域
の

　
　
　
　

実
態
調
査
を

　

町
内
の
山
間
部
を
中
心
と

し
た
、
飲
料
水
の
未
供
給
家

庭
の
実
態
を
調
査
す
る
こ
と

を
求
め
る
。

西
部
公
園
の
建
設
は

　
　
　
　

地
元
同
意
で

　

か
つ
ら
ぎ
西
部
公
園
の
整

備
計
画
で
は
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
の
建
設
に
お
い
て
、
地
元

同
意
も
含
め
、
十
分
な
調
整

が
で
き
な
い
ま
ま
で
の
工
事

変
更
と
な
っ
た
。
今
後
の
計

画
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
地

元
住
民
と
の
意
見
調
整
を
含

め
進
め
ら
れ
た
い
。

職
員
の
適
正
な
配
置
を

　

職
員
の
適
正
配
置
に
つ
い

て
は
、
余
裕
の
あ
る
人
員
配

置
と
業
務
体
制
を
検
討
さ
れ

た
い
。

健
康
寿
命
日
本
一

　
　
　

具
体
的
対
策
を

　

「
健
康
寿
命
日
本
一
」
は

計
画
変
更
の
年
。
引
き
続
き

健
診
受
診
率
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
の
「
活

力
」
「
生
き
が
い
」
「
日
常

生
活
に
満
足
」
を
柱
に
加
え
、

総
合
的
に
福
祉
が
向
上
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
求
め
る
。
地

域
医
療
体
制
に
つ
い
て
各
医

療
機
関
と
連
携
し
、
具
体
的

な
健
康
づ
く
り
の
対
策
を
求

め
る
。



議会だよりかつらぎ
2022.2.1　92号

決算審査

3
町長の道路上のブロック板を歩いて試されている事についての不便さを体験され、
改善されて良かったと思いました。（70代女性）議会を傍聴して

5億9025万円

30億5961万円
6億9574万円

2億9906万円
1億7573万円

歳 入

歳 出

町民税・固定資
産税などの税金

自治振興・
選挙など

国からの普通交付
税・特別交付税

基金からの繰り入れ

国からの補助金
県からの補助金

借入金

13億7367万円 9042万円

45億6900万円

6億469万円

4億353万円5億503万円

10億1081万円

10億8801万円

13億8360万円

6億3564万円

125億5735万円
122億5469万円

一般
会計

農林業振興など商工・観光振興など

道路・公園の整備など

消防・救急など

小中学校・生涯学習など

町債（借入金）の返済

保健、ごみ・し尿処理など

福祉・医療など

町民のくらしに関わる決算の内訳

20億925万円

39億914万円
9億380万円

15億498万円

※万円未満は切り捨て
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「生理貧困」議会での図解添えての解説は余りにリアルで傍聴するのに苦痛でもあ
りました。（70代女性）議会を傍聴して 4

22億円

3574
万円

1億
9758
万円

4133
万円

新型コロナウイルス感染症対策事業
新型コロナ
ウイルスワクチン
接種体制確保事業

特別定額給付金事業

ワクチン接種相談窓口の設置や
接種体制の事前準備を整えた。

この事業により迅速かつ的確
に家計への現金支援を行った。

学生支援緊急給付金
給付事業
感染拡大により経済的に困窮
する大学生等ならびに保護者
を支援するため現金給付した。

辺地対策事業
（四郷１号線）
幅員が狭小でカーブの多い
道を改良舗装。
地域交流の
充実、地場
産業の発展、
生活環境の
整備を図る。

大谷小学校
大規模改修事業
安全性を確保、機能の向上を
図り、快適で居心地の良い学
校生活の場を確保できた。

巡回バス運行事業 消防納庫新築事業

四郷地区において
多様化する災害に
対応可能な施設を
確保。

コロナワクチン接種

四郷地区四郷地区（広口）広口）四郷地区（広口） 大谷小学校大谷小学校大谷小学校

スクールバスによる試験運行 第４分団機動隊消防納庫第４分団機動隊消防納庫第４分団機動隊消防納庫

706
万円

スクールバスの
空き時間を有効
活用して、９カ
月間実験的に運
行した。
（令和２年度末
で終了）
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5 ぜひ、学校のトイレに生理用品を置いて欲しいと思います。（70代女性）議会を傍聴して

歳
入
確
保
へ
一
層
の
努
力
を

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

一
般
会
計

質
疑

委
員
長
報
告
に
対
す
る

　
　
　

①
経
常
収
支
比
率
は

何
％
が
適
当
か
。
②
不
用
額

の
目
標
設
定
は
。
③
公
共
投

資
総
額
の
抑
制
と
は
。
④
職

員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ

い
て
。
⑤
国
民
健
康
保
険
事

業
の
基
金
の
活
用
は
。

委
員
長　

①
と
④
は
議
論
し

て
い
な
い
。
②
不
用
額
は
あ

ま
り
出
さ
な
い
予
算
編
成
を

す
る
。
③
会
計
状
況
を
み
て

予
算
を
組
む
。
⑤
基
金
を
う

ま
く
使
う
。

問

　
　
　

西
部
公
園
の
整
備
で

は
、
フ
ッ
ト
サ
ル
施
設
等
が

な
く
な
る
な
ど
、
住
民
の
知

ら
な
い
と
こ
ろ
で
物
事
が
進

む
傾
向
に
あ
る
が
。

委
員
長　

地
元
住
民
へ
の
説

明
が
な
い
ま
ま
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
の
建
設
工
事
変
更
が
行
わ

れ
、
予
算
超
過
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
予
定
し
て
い
た
施

設
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と

が
決
算
審
査
で
分
か
っ
た
。

地
元
調
整
を
と
指
摘
し
た
。

問

財
政
運
営
の

　
　

目
標
設
定
は

住
民
へ
の

　
　

説
明
責
任
を

　
　
　

健
診
受
診
率
は
担
当

課
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず

低
い
状
態
で
あ
る
が
、
健
康

寿
命
日
本
一
の
取
り
組
み
と

の
関
わ
り
は
。

委
員
長　

受
診
率
だ
け
で
な

く
、
心
の
幸
せ
や
自
分
ら
し

い
生
活
と
い
っ
た
メ
ン
タ
ル

な
部
分
も
健
康
寿
命
を
延
ば

問
　
　
　

国
保
会
計
の
諸
収
入

減
の
主
な
理
由
は
第
三
者
行

為
求
償
に
よ
る
返
還
減
と
書

か
れ
て
い
る
。
第
三
者
行
為

求
償
は
歳
入
の
確
保
と
い
う

点
で
非
常
に
重
要
。
こ
の
こ

と
で
の
議
論
は
あ
っ
た
か
。

委
員
長　

町
当
局
の
指
摘
事

項
に
入
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
議
論
は
な
か
っ

た
。 問 健

康
寿
命
日
本
一
へ

　
　
　

幅
広
い
取
り
組
み
を

　
　
　

経
常
収
支
比
率
は
１

１
５
・
87
％
で
経
営
上
問
題

は
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

消
費
税
が
10
％
に
値
上
げ
さ

れ
て
町
民
生
活
が
大
変
。
料

金
値
下
げ
の
議
論
は
な
か
っ

た
の
か
。

委
員
長　

議
論
し
て
い
な
い
。

問 値
下
げ
の
議
論
は

かつらぎ西部公園パークゴルフ場かつらぎ西部公園パークゴルフ場かつらぎ西部公園パークゴルフ場

ほっこりと健康寿命日本一に取り組む（イメージ）

す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う

考
え
方
で
、
幅
広
い
推
進
を

心
が
け
て
ほ
し
い
と
要
望
し

た
。
町
当
局
か
ら
は
「
ス
ポ

ー
ツ
推
進
な
ど
と
セ
ッ
ト
で

考
え
て
い
る
」
と
答
弁
が
あ

っ
た
。

　

交
通
事
故
な
ど
で
、

前
も
っ
て
国
保
か
ら
支

払
わ
れ
た
治
療
費
の
う

ち
、
本
来
加
害
者
（
第

三
者
）
側
が
負
担
す
べ

き
も
の
を
、
保
険
会
社

な
ど
か
ら
取
り
戻
す
事

務
。 第

三
者
行
為

　

求
償
事
務
と
は



　

年
齢
で
切
り
分
け
、
負

担
を
強
い
る
制
度
に
よ
っ

て
、
老
人
医
療
費
の
無
料

化
制
度
が
破
壊
さ
れ
、
結

局
は
50
代
、
60
代
の
世
代

が
親
の
入
院
代
を
負
担
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

制
度
を
廃
止
し
な
け
れ
ば
、

全
世
代
の
幸
福
の
条
件
が

失
わ
れ
る
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員
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討 

論

討 

論

討 

論

一
般
会
計

国
民
健
康

保
険
事
業

特
別
会
計

後
期
高
齢
者

医
療
事
業

特
別
会
計

　

手
放
し
で
デ
ジ
タ
ル
化

を
推
進
し
て
い
る
こ
と
は

危
険
。
消
費
税
へ
の
見
解

は
極
め
て
不
十
分
、
こ
れ

で
は
住
民
の
暮
ら
し
は
守

れ
な
い
。
地
方
税
回
収
機

構
に
事
務
移
管
し
な
い
で
、

税
の
徴
収
を
引
き
上
げ
る

方
針
に
立
ち
返
る
こ
と
を

求
め
る
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
早
い
対
応

で
事
業
所
や
住
民
へ
対
策

し
た
こ
と
、
収
支
は
２
年

連
続
の
黒
字
で
、
経
常
収

支
比
率
も
96
・
９
％
と
昨

年
よ
り
も
改
善
し
、
財
政

調
整
基
金
を
５
年
ぶ
り
に

増
加
さ
せ
た
こ
と
な
ど
を

評
価
す
る
。

《
賛
成
》
浦
中
隆
男
議
員

　

令
和
２
年
度
は
、
医
療

費
２
９
０
０
円
、
後
期
高

齢
者
支
援
分
１
５
０
０
円
、

合
わ
せ
て
４
４
０
０
円
の

値
上
げ
を
し
た
。
国
民
健

康
保
険
法
は
、
憲
法
第
25

条
に
基
づ
く
社
会
保
障
の

精
神
を
貫
き
、
収
入
の
な

い
人
に
も
払
え
る
保
険
税

に
す
べ
き
。

《
反
対
》
宮
井
健
次
議
員

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の

被
保
険
者
は
、
主
に
自
営

業
者
や
高
齢
者
で
あ
り
、

歳
入
が
限
ら
れ
て
く
る
た

め
運
営
が
難
し
い
事
業
で

あ
る
が
、
予
算
執
行
は
適

正
に
行
わ
れ
て
い
る
。
住

民
が
安
心
し
て
医
療
を
受

診
で
き
る
安
定
的
で
恒
久

的
な
制
度
の
継
続
を
願
う
。

《
賛
成
》
新
堀
行
雄
議
員

　

予
算
執
行
は
適
正
に
行

わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
進

む
高
齢
化
社
会
に
対
し
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療

を
受
診
で
き
る
、
安
定
的

で
恒
久
的
な
制
度
の
継
続

を
願
う
。

《
賛
成
》
氏
岡　

誠
議
員

　

有
収
率
は
減
少
し
た
も

の
の
、
漏
水
点
検
や
老
朽

管
の
更
新
等
を
計
画
的
に

実
施
し
、
健
全
な
経
営
状

態
は
評
価
で
き
る
。
安
全

安
心
な
水
道
水
の
安
定
供

給
に
努
め
る
と
と
も
に
老

朽
管
等
の
早
期
更
新
を
図

り
、
中
長
期
的
な
視
点
で

の
事
業
展
開
を
期
待
す
る
。

《
賛
成
》
小
林
総
一
議
員

水
道
事
業
会
計

　

水
道
事
業
が
憲
法
第
25

条
に
基
づ
く
生
存
権
の
保

障
を
具
現
化
す
る
事
業
と

い
う
点
か
ら
み
る
と
極
め

て
不
十
分
。
経
常
収
支
比

率
１
１
５
・
87
％
で
経
営

上
問
題
は
な
い
。
単
年
度

決
算
は
安
定
し
て
い
る
な

ら
ば
、
思
い
切
っ
た
料
金

の
減
額
を
。

《
反
対
》
宮
井
健
次
議
員

賛
否
が
分
か
れ
る

議員名

賛否が分かれた決算は９会計中４会計

（注）大原清明議員は、議長のため採決には加わらない。　　○は賛成　×は反対

会　　計　　名
議員名

結果
福
井

松
岡

藤
本

小
林

福
岡

氏
岡

新
堀

浦
中

赤
阪

東
芝

宮
井

溝
北

大
原

○○○○×○○○○××○－

○○○○×○○○○××○－

○○○○×○○○○××○－

○○○○×○○○○××○－

9対3で認定

9対3で認定

9対3で認定

9対3で認定

一般会計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

水道事業会計

令
和
２
年
度
決
算

議会の傍聴を上段でしていたのですが、暗いため資料が読みづらい。（70代女性）議会を傍聴して



議会だよりかつらぎ
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議案審議

７
質問に対して適格に答弁されわかりやすかったです。勉強の機会を与えられました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70代女性）議会を傍聴して

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
方
式
に
転
換

妙
寺
団
地
の
戸
数
変
更

　
　
　
　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
空
調
が
壊
れ
た
の
で
、

　
　
　
　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
よ
る
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
エ
ア
コ
ン

　
　
　
　

を
導
入
す
る
。
氷
蓄
熱
式
等
の
エ
ア
コ
ン
か
ら
の

切
り
替
え
。
工
事
の
契
約
金
額
は
４
９
１
５
万
２
０
０
円
、

う
ち
補
助
金
は
約
１
８
５
０
万
円
。
室
外
に
災
害
対
応
バ
ル

ク
タ
ン
ク
を
設
置
し
、
災
害
時
に
は
炊
き
出
し
な
ど
を
実
施

で
き
る
。

　

10
月
会
議
、
10
月
第
２
回
会
議
で
は
、
町
営
住
宅
妙
寺

団
地
に
関
わ
る
条
例
改
正
２
件
、
固
定
資
産
税
の
特
別
措

置
に
関
す
る
条
例
改
正
、
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
空
調
改

修
工
事
の
契
約
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

た
。
（
７
ペ
ー
ジ
〜
８
ペ
ー
ジ
）

概要
工
事
請
負
契
約
の
締
結

10月第２回会議
10月会議

１件
10月会議（10/18）
条 例

９件
３件
１件
２件

10月第2回会議
（10/26～29）
決算認定
条 例
契 約
意 見 書

保健福祉センター
　　 　　空調改修

　
　
　

メ
リ
ッ
ト
は
ど
こ
に

あ
る
の
か
。
補
助
金
も
国
民

の
税
金
。
補
助
金
を
も
ら
わ

な
い
で
電
気
方
式
を
採
用
す

る
と
い
う
判
断
も
成
り
立
っ

た
の
で
は
。

町
長　

空
調
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
と
い
う
よ
り
も
、
建

問

物
全
体
の
電
気
料
金
が
大
き

く
下
が
る
と
思
わ
れ
る
。
最

大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
町
内
の

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
業
者
か
ら

燃
料
を
調
達
で
き
る
の
で
、

町
内
で
お
金
が
回
る
よ
う
に

な
る
。

町
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

初
期
消
火
に
つ
い
て
。

団
地
の
建
て
替
え
で
大
き
な

フ
ェ
ン
ス
が
あ
り
、
消
火
栓

が
使
え
な
か
っ
た
と
聞
い
て

い
る
が
。

参
事（
総
務
・
厚
生
担
当
）　

南
側
の
広
い
道
路
の
防
火
水

槽
を
使
っ
て
、
初
期
消
火
を

行
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

問

　
　
　

住
宅
は
町
の
財
産
。

被
害
金
額
は
。

参
事（
建
設
・
産
業
担
当
）　

ま
だ
被
害
の
調
査
に
入
っ
て

い
な
い
が
、
相
当
の
被
害
金

額
が
出
る
と
考
え
て
い
る
。

問

　
　
　
　

10
月
11
日
の
火
災
な
ら
び
に
３
号
館
建
て
替
え

　
　
　
　

工
事
に
伴
い
、
妙
寺
団
地
の
戸
数
が
変
更
さ
れ

　
　
　
　

る
の
で
条
例
改
正
が
行
わ
れ
た
。

概要

　
　
　

火
災
の
元
、
火
災
の

原
因
は
。
火
災
報
知
器
は
出

火
に
対
し
て
機
能
し
た
か
。

３
戸
の
撤
去
作
業
日
程
は
。

問

か
り
が
こ
い

建
設
課
長　

原
因
や
出
火
元

等
は
調
査
中
で
あ
る
。
仮
囲

の
設
置
か
ら
早
急
に
着
工
し

た
い
。

参
事（
建
設
・
産
業
担
当
）　

報
知
器
は
作
動
し
た
と
思
う
。

空調工事中の保健福祉センター空調工事中の保健福祉センター空調工事中の保健福祉センター
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議案審議・意見書

8
ユニバーサルデザインとは聞きなれない言葉でしたが、今回少し理解できると共に
関心をもつようになりそうです。（70代女性）議会を傍聴して

過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

「
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特

　
　
　
　

別
措
置
法
」
に
基
づ
い
て
、
新
た
に
事
業
用
資
産

　
　
　
　

を
取
得
し
た
製
造
業
と
旅
館
業
、
農
林
水
産
物
等

販
売
業
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
等
に
対
し
、
固
定
資
産
税
の
課

税
免
除
を
実
施
す
る
。
例
え
ば
資
本
金
が
５
０
０
０
万
円
以

下
の
事
業
所
も
し
く
は
個
人
事
業
主
は
、
５
０
０
万
円
以
上

の
事
業
用
資
産
を
取
得
し
た
場
合
、
３
年
間
家
屋
や
償
却
資

産
な
ど
の
固
定
資
産
税
が
免
除
さ
れ
る
。
適
用
期
間
は
令
和

６
年
３
月
31
日
ま
で
。
こ
の
制
度
は
旧
法
の
い
わ
ば
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア
ッ
プ
。

概要

　
　
　

過
去
３
年
間
の
旧
法

下
で
の
申
請
件
数
と
固
定
資

産
税
の
免
除
金
額
は
。
免
除

に
よ
る
町
負
担
額
は
。

税
務
課
長　

平
成
31
年
度
は

10
件
の
２
７
１
５
万
４
０
０

０
円
、
令
和
２
年
度
は
８
件

の
２
１
９
６
万
６
６
０
０
円
、

令
和
３
年
度
は
８
件
の
１
５

９
２
万
５
２
０
０
円
で
あ
る
。

町
の
負
担
額
は
平
成
31
年
度

で
６
７
８
万
８
５
０
０
円
。

問
　
　
　

年
間
５
０
０
万
〜
６

０
０
万
円
の
町
負
担
で
、
事

業
者
の
新
規
投
資
を
促
進
で

き
る
の
は
良
い
制
度
だ
。
対

象
業
種
が
追
加
さ
れ
、
取
得

価
格
が
５
０
０
万
円
ま
で
引

き
下
げ
ら
れ
た
。
新
法
に
な

っ
た
場
合
、
個
人
で
３
７
８
、

法
人
で
70
の
対
象
事
業
所
に

な
る
が
、
申
請
件
数
の
予
想

は
。

税
務
課
長　

設
備
投
資
を
し

て
事
業
展
開
し
て
い
く
中
で
、

件
数
は
把
握
し
か
ね
る
。

問

　

沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺

骨
等
を
含
む
土
砂
を
埋

立
て
に
使
用
し
な
い
よ

う
求
め
る
意
見
書

　

以
下
の
２
点
で
国
に
意

見
書
を
提
出
し
た
。

１
．
悲
惨
な
沖
縄
戦
の
戦

　

没
者
の
遺
骨
等
が
混
入

　

し
た
土
砂
を
埋
立
て
に

　

使
用
し
な
い
こ
と
。

２
．
日
本
で
唯
一
、
住
民

　

を
巻
き
込
ん
だ
苛
烈
な

　

地
上
戦
が
あ
っ
た
沖
縄

　

の
事
情
を
鑑
み
、
「
戦

　

没
者
の
遺
骨
収
集
の
推

　

進
に
関
す
る
法
律
」
に

　

よ
り
、
日
本
政
府
が
主

　

体
と
な
っ
て
戦
没
者
遺

　

骨
収
集
を
実
施
す
る
こ

　

と
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳

し
い
財
政
状
況
に
対
処

し
地
方
税
財
源
の
充
実

を
求
め
る
意
見
書

　

以
下
の
３
点
で
国
に
意

見
書
を
提
出
し
た
。

１
．
令
和
４
年
度
以
降
の

　

地
方
一
般
財
源
総
額
に

　

つ
い
て
は
、
急
速
な
高

　

齢
化
に
伴
い
社
会
保
障

　

関
係
経
費
が
増
大
し
て

　

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

　

他
の
地
方
歳
出
に
不
合

　

理
な
し
わ
寄
せ
が
な
さ

　

れ
な
い
よ
う
、
十
分
な

　

総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

２
．
生
産
性
革
命
の
実
現

　

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　

ス
感
染
症
緊
急
経
済
対

　

策
と
し
て
講
じ
ら
れ
た

　

固
定
資
産
税
等
に
係
る

　

特
例
措
置
は
、
国
庫
補

　

助
金
等
に
よ
り
対
応
す

　

る
こ
と
。

３
．
炭
素
に
係
る
税
を
創

　

設
又
は
拡
充
す
る
場
合

　

に
は
、
そ
の
一
部
を
地

　

方
税
又
は
地
方
譲
与
税

　

と
し
て
地
方
に
税
源
配

　

分
す
る
こ
と
。

全員賛成で

国に２件の意見書を提出

固
定
資
産
税
の
免
除
拡
充
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議案審議

９
今まで社会では、生理についてたくさんの課題があるにもかかわらずタブー化されて
いました。生理について正しく理解することは男女問わず必要です。（70代女性）議会を傍聴して

２
回
の
追
加
補
正
予
算
で
対
応

　
　
　
　

18
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
に
対
し
、
子
ど

　
　
　
　

も
１
人
当
た
り
10
万
円
を
支
給
す
る
。
対
象
者
は

　
　
　
　

２
１
８
２
人
。
新
生
児
は
、
令
和
４
年
３
月
31
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
も
対
象
。
た
だ
し
養
育
者
の
年
収

が
９
６
０
万
円
以
上
の
家
庭
は
支
給
の
対
象
外
。
町
は
12
月

９
日
、
追
加
補
正
予
算
で
ま
ず
５
万
円
分
を
組
ん
だ
。
さ
ら

に
臨
時
国
会
で
「
現
金
給
付
に
条
件
を
付
け
な
い
」
と
な
っ

た
の
で
、
議
会
最
終
日
の
12
月
15
日
、
残
り
５
万
円
を
現
金

給
付
す
る
追
加
補
正
予
算
を
組
み
、
年
内
に
中
学
生
以
下
か

ら
10
万
円
を
給
付
す
る
と
い
う
素
早
い
態
度
を
示
し
た
。

概要
一
般
会
計
補
正
予
算

　

12
月
会
議
で
は
、
課
室

設
置
条
例
、
印
鑑
条
例
の

一
部
改
正
や
第
４
次
長
期

総
合
計
画
の
基
本
構
想
及

び
後
期
基
本
計
画
の
変
更
、

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
、
物
品
売
買
契
約

の
締
結
等
と
、
一
般
会
計

を
は
じ
め
と
す
る
各
会
計

の
補
正
予
算
の
提
案
、
質

疑
、
採
決
が
行
わ
れ
た
。

議
案
は
全
員
賛
成
ま
た
は

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

（
９
ペ
ー
ジ
〜
15
ペ
ー

ジ
）

12月会議

10件
８件
４件
１件
１件
２件
７人

12月会議（11/30～12/15）
補正予算
条 例
事件議決
契 約
請 願
陳 情
一般質問

子育て世帯等臨時特別支援金

18歳以下の子どもに
　現金で10万円を支給へ

　
　
　

今
回
事
務
費
の
計
上

は
な
い
が
、
前
回
５
万
円
給

付
の
事
務
費
を
使
い
、
今
回

は
節
約
で
き
た
と
い
う
こ
と

か
。

住
民
福
祉
課
長
補
佐　

そ
の

と
お
り
で
あ
る
。

問　

１
人
10
万
円
の
給
付

は
あ
り
が
た
い
。
子
ど

も
と
相
談
し
て
子
ど
も

の
好
き
な
物
も
買
っ
て

あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

宮本 杏奈さん
みやもと　あん な

イメージ写真イメージ写真イメージ写真
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10
生理について学ぶことでジェンダー問題、性問題の解決にもつながると思います。社会全
体で生理について配慮し、注意をはらいながら生活するようになりたい。（70代女性）議会を傍聴して

日本一の果樹産地づくり事業

妙寺選果場選果機に補助金
事
業
費
の
３
分
の
１
補
助

　
　
　

紀
北
川
上
農
協
の
財

産
に
し
か
な
ら
な
い
の
に
受

益
者
が
取
得
費
の
一
部
を
負

担
す
る
と
い
う
の
は
問
題
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

当
然
Ｊ
Ａ
の
財
産
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で

取
得
後
、
補
助
し
た
者
の
許

可
な
し
に
勝
手
に
財
産
を
移

動
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

問

　
　
　

妙
寺
選
果
場
と
中
央

選
果
場
が
あ
る
の
で
、
町
内

の
生
産
者
は
２
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
出

荷
時
間
、
輸
送
手
数
料
は
同

じ
に
な
る
よ
う
Ｊ
Ａ
に
申
し

入
れ
て
は
。

町
長　
Ｊ
Ａ
は
選
果
場
を
独

立
採
算
で
運
営
し
て
い
る
。

妙
寺
は
出
荷
18
時
、
輸
送
手

数
料
０
円
で
中
央
と
は
異
な

る
の
で
、
Ｊ
Ａ
に
同
じ
に
な

る
よ
う
申
し
入
れ
た
い
。

問

　
　
　

こ
の
事
業
は
県
の
補

助
事
業
で
、
県
は
３
分
の
１

補
助
で
１
５
１
５
万
円
、
今

回
町
も
同
額
の
補
助
を
出
す

予
定
で
あ
る
。
し
か
し
Ｊ
Ａ

の
負
担
１
９
６
９
万
５
０
０

０
円
は
、
全
て
妙
寺
選
果
場

出
荷
者
２
５
０
戸
の
負
担
で

あ
る
。
Ｊ
Ａ
が
全
く
出
さ
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

産
業
観
光
課
長　

各
選
果
場

は
独
立
採
算
制
度
を
取
っ
て

お
り
、
選
果
場
ご
と
に
応
益

負
担
と
な
っ
て
い
る
。

問

妙寺選果場妙寺選果場妙寺選果場

　
　
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

防
災
教
育
に
生
か
す
と
い
う

が
、
そ
の
場
で
得
ら
れ
た
情

報
は
大
事
に
な
る
。
ど
う
対

応
す
る
の
か
。

危
機
管
理
課
長　

防
災
教
室

で
は
、
自
分
の
避
難
経
路
も

確
認
す
る
。
防
災
教
室
で
得

た
貴
重
な
意
見
に
つ
い
て
は
、

防
災
計
画
を
毎
年
見
直
す
の

問
　
　
　

50
年
経
過
し
て
も
相

続
放
棄
は
で
き
る
の
か
。

建
設
課
長　

民
法
上
は
相
続

を
知
っ
た
日
か
ら
３
カ
月
以

内
の
手
続
き
で
可
能
で
あ
る
。

今
回
家
庭
裁
判
所
に
照
会
し
、

相
続
放
棄
を
受
理
し
た
旨
の

回
答
を
も
ら
っ
た
。

問

　
　
　

土
地
付
き
空
き
家
の

場
合
の
処
分
は
ど
う
な
る
の

か
。

建
設
課
長　

土
地
が
売
買
さ

れ
た
ら
、
土
地
代
を
代
執
行

の
費
用
に
充
当
す
る
。

問
　
　
　

今
回
２
ha
以
下
の
17

池
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
製

で
あ
る
が
、
マ
ッ
プ
を
地
域

住
民
に
配
っ
て
終
わ
り
で
は

な
く
、
関
係
地
域
住
民
へ
の

防
災
説
明
・
懇
談
会
等
開
催

す
べ
き
で
は
。

危
機
管
理
課
長　

防
災
教
室

等
で
活
用
し
て
き
た
が
、
今

後
も
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
啓

発
し
て
い
き
た
い
。

問

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド

　
　

マ
ッ
プ
作
製

特
定
空
家
等
対
策

　
　
　
　

54
年
前
に
空
き
家
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
後
、
相

　
　
　
　

続
人
12
人
も
次
第
に
相
続
放
棄
を
行
い
、
最
終
的

　
　
　
　

に
令
和
３
年
相
続
放
棄
に
よ
っ
て
所
有
者
不
在
と

な
っ
た
特
定
空
き
家
が
あ
る
。
町
は
略
式
代
執
行
を
行
っ
て

建
物
を
除
去
す
る
。
財
源
は
、
国
庫
補
助
５
分
の
２
、
１
４

０
万
８
０
０
０
円
、
町
負
担
が
５
分
の
３
、
２
１
１
万
２
０

０
０
円
、
計
３
５
２
万
円
。

概要

で
反
映
す
る
よ
う
に
し
た
い
。
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皆で生理に関心をもってゆくことの第一歩となる質問に拍手を送りたいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70代女性）議会を傍聴して

　
　
　

内
容
は
。

健
康
推
進
課
長　

全
体
の
接

種
対
象
者
は
１
万
２
４
０
０

人
。
接
種
後
８
カ
月
が
経
っ

問

た
人
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
１
週

間
ご
と
に
発
送
す
る
。
未
接

種
者
は
３
０
０
０
人
ほ
ど
あ

り
、
そ
の
受
付
も
行
う
。

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
　

ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布

　
　
　
　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
２
回
目
の
接
種
以
後
、
８
カ

　
　
　
　

月
経
過
し
た
人
を
対
象
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め

　
　
　
　

る
。
令
和
４
年
３
月
末
ま
で
に
６
０
０
０
人
の
接

種
を
目
指
す
。
予
算
額
は
１
８
４
０
万
円
。

概要

　
　
　

自
動
翻
訳
の
精
度
は
。

企
画
公
室
長　

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ト
ッ
プ
画
面
に
英
語
、

中
国
語
、
韓
国
語
に
切
り
替

え
る
ボ
タ
ン
を
付
け
る
。
精

度
は
高
い
と
思
う
が
、
ど
の

程
度
の
変
換
率
な
の
か
は
分

か
ら
な
い
。

問 　
　
　
　

８
月
29
日
開

　
　
　
　

催
の
子
ど
も

　
　
　
　
（
中
学
生
）議

会
で
提
案
の
あ
っ
た

「
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
外
国
語
対
応
を
」
が

12
月
補
正
予
算
と
し
て

可
決
さ
れ
、
令
和
４
年

１
月
か
ら
実
現
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

概要

子ども議会の
　  提案が実現
町ホームページ外国語対応へ

　

私
の
提
案
が
実
現

し
、
か
つ
ら
ぎ
町
に
住

む
外
国
人
の
方
も
情
報

を
わ
か
り
や
す
く
知
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
う

と
う
れ
し
い
で
す
。 田中 万葉さん

た  なか　かず  は

賛否が分かれた議案（12月会議）

（注）大原清明議員は、議長のため採決には加わらない。　　○は賛成　×は反対　欠は欠席

件　　　　　名 議員名
結果

福
井

松
岡

藤
本

小
林

福
岡

氏
岡

新
堀

浦
中

赤
阪

東
芝

宮
井

溝
北

大
原

欠○○×○×○○○○○○－

○○○○×○○○○××○－

欠○○○×○○○○××○－

欠○○○×○○○○××○－

欠○○○×○○○○××○－

９対２で可決

９対３で可決

８対３で可決

８対３で可決

８対３で可決

かつらぎ町課室設置条例の一部
を改正する条例

職員の給与等に関する条例及び
会計年度任用職員の給与及び費
用弁償に関する条例の一部を改
正する条例

令和３年度かつらぎ町下水道事
業会計補正予算（第３号)

令和３年度かつらぎ町国民健康
保険天野診療所事業特別会計補
正予算（第３号)

令和３年度かつらぎ町国民健康保険
事業特別会計補正予算（第３号)

（妙寺中学校３年）
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12議場はコロナ対策がされていて安心しました。（70代女性）議会を傍聴して

４月から

役場各課役場各課室の機構改革機構改革役場各課室の機構改革
　
　
　
　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
管
財
情
報
課
が
作
ら
れ
、
管
財
係
と
情
報
推
進
係（
庁
内
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
）、
住
宅
係

　
　
　
　

が
こ
こ
に
入
る
。
環
境
課
が
作
ら
れ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
脱
炭
素
社
会
）
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
環
境

　
　
　
　

政
策
係
と
、
住
民
環
境
係
に
よ
る
ご
み
処
理
等
が
こ
こ
に
入
る
。
地
籍
調
査
室
は
、
現
地
調
査
が
終
了
す
る
の
で
、
縮

小
し
て
税
務
課
に
統
合
さ
れ
る
。

　

企
画
公
室
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
が
、
地
方
創
生
係
と
政
策
調
整
係
に
分
離
さ
れ
る
。
秘
書
係
に
広
報
が
移
管
さ
れ
秘
書
広
報

係
と
な
り
、
町
の
広
報
窓
口
を
一
元
化
す
る
。
今
回
は
、
事
務
量
の
多
い
産
業
観
光
課
と
健
康
推
進
課
に
は
メ
ス
が
入
ら
な
か
っ

た
。 概要

課
室
設
置
条
例
の
一
部
改
正
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国の施策等で町の取り組みもそれに対応すべく、いろいろ対応しなければならない
事で政治が身近に感じられました。（70代女性）議会を傍聴して

　
　
　
　

夏
に
人
事
院
勧
告
が
実
施
さ
れ
、
県
の
人
事
委
員

　
　
　
　

会
も
同
様
の
勧
告
を
行
っ
て
い
た
。
本
町
は
こ
の

　
　
　
　

勧
告
を
踏
ま
え
、
民
間
の
支
給
割
合
と
の
均
衡
を

図
る
た
め
、
12
月
の
期
末
手
当
支
給
額
を
０
・
15
カ
月
減
額

し
た
。
た
だ
し
、
政
府
は
閣
議
決
定
を
行
い
、
勧
告
の
実
施

を
令
和
４
年
６
月
に
延
期
し
た
。

概要
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

情
報
推
進
係
は
企
画

公
室
で
よ
い
の
で
は
。
建
築

と
契
約
は
建
築
契
約
係
と
し

て
管
財
へ
い
く
方
が
よ
い
の

で
は
。

企
画
公
室
長　

情
報
は
知
的

財
産
で
あ
り
町
の
財
産
で
も

あ
る
。
財
産
の
一
元
管
理
で

管
財
で
あ
る
。

参
事（
総
括
担
当
）　

企
画
公

室
は
全
体
を
指
揮
す
る
課
。

問

　
　
　

産
業
観
光
課
、
健
康

推
進
課
を
ど
う
す
る
か
検
討

す
べ
き
で
は
。

町
長　

か
な
り
検
討
し
た
。

今
後
の
展
開
や
状
況
を
見
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問

　
　
　

政
府
の
決
定
に
よ
る

先
送
り
を
ど
う
検
討
し
た
か
。

参
事（
総
括
担
当
）　

国
・
県

の
対
応
も
あ
る
が
、
人
事
院

勧
告
を
尊
重
す
る
。

て
い
る
の
で
は
。

町
長　

公
務
員
の
給
与
を
上

げ
る
こ
と
と
社
会
の
給
与
は

連
動
し
て
い
な
い
。
日
本
全

体
の
給
与
水
準
が
上
が
っ
て

い
く
仕
組
み
が
重
要
で
あ
っ

て
、
公
務
員
の
給
与
を
上
げ

る
の
が
出
発
で
は
な
い
。
民

間
の
給
与
水
準
に
連
動
し
て

上
が
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
。

問
　
　
　

こ
の
30
年
間
日
本
は

ど
ん
ど
ん
賃
金
が
下
が
っ
て

い
る
唯
一
の
国
に
な
っ
て
い

る
。
人
事
院
勧
告
に
従
っ
て

き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
賃
金

の
引
き
下
げ
競
争
に
加
担
し

問

住民満足度ナンバーワンを目指して（役場１階窓口）住民満足度ナンバーワンを目指して（役場１階窓口）住民満足度ナンバーワンを目指して（役場１階窓口）

討 

論

討 

論

討 

論

　

30
年
間
給
与
が
上
が
ら

な
い
原
因
の
一
つ
に
人
事

院
勧
告
が
あ
っ
た
の
は
間

違
い
な
い
。
経
済
の
６
割

は
消
費
。
労
働
者
の
賃
金

が
上
が
ら
な
け
れ
ば
、
日

本
経
済
は
活
性
化
し
な
い
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

討 

論

討 

論

討 

論

　

人
事
院
勧
告
の
み
の
補

正
予
算
、
反
対
す
べ
き
予

算
組
み
に
な
っ
て
い
る
補

正
予
算
に
は
反
対
す
る
。

人
事
院
勧
告
が
あ
っ
て
も

他
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い

る
補
正
予
算
に
は
賛
成
す

る
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

国
民
健
康
保
険
事
業

会
計
補
正
予
算

　
　
　

環
境
政
策
係
は
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
脱

炭
素
社
会
）
を
目
指
す
。
２

０
３
０
年
ま
で
に
ど
れ
だ
け

Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
す
る
か
。
目

標
を
も
つ
べ
き
。

町
長　

少
な
く
と
も
国
の
目

標
に
基
づ
い
て
削
減
す
る
よ

う
努
力
し
た
い
。

問

建
築
係
は
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が

あ
り
企
画
公
室
と
考
え
る
。

町
長　

情
報
推
進
係
は
企
画

公
室
に
あ
る
方
が
違
和
感
を

持
つ
。

　
　
　

町
営
住
宅
で
何
か
が

あ
っ
た
と
き
、
管
財
情
報
課

住
宅
係
へ
相
談
す
れ
ば
い
い

の
か
。
変
更
に
つ
い
て
住
民

へ
の
周
知
は
。

参
事（
総
務
・
厚
生
担
当
）　

業
務
が
そ
の
ま
ま
移
る
。

参
事（
建
設
・
産
業
担
当
）　

町
営
住
宅
居
住
者
に
は
回
覧

な
ど
で
周
知
す
る
。

問

人
事
院
勧
告
で
期
末
手
当
減
額

駐車場から見た役場駐車場から見た役場駐車場から見た役場



議会だよりかつらぎ
2022.2.1　92号

議案審議

14
ユニバーサルデザイン等やカラーユニバーサルデザインの導入について、町の方も
統一して取り組むように進めていって下さい。（70代女性）議会を傍聴して

全国のコンビニで

印鑑登録証明書の交付が可能に
　
　
　

個
人
情
報
の
漏
洩
防

止
策
は
。
経
費
は
い
く
ら
か
。

住
民
福
祉
課
長
補
佐　

専
用

回
線
を
使
用
し
、
第
三
者
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
を
排
除
す
る
。

個
人
情
報
は
暗
号
化
し
何
重

に
も
対
策
を
し
て
い
る
。
経

費
は
１
通
に
つ
き
コ
ン
ビ
ニ

へ
１
１
７
円
、
Ｊｰ

Ｌ
Ｉ
Ｓ

（
ジ
ェ
イ
リ
ス
）
シ
ス
テ
ム

利
用
料
は
１
８
０
円
。
別
途
、

運
営
負
担
金
は
初
年
度
０
円
、

令
和
５
年
度
か
ら
毎
年
34
万

５
４
８
１
円
か
か
る
。

問

　
　
　

１
通
当
た
り
２
９
７

円
を
町
が
負
担
す
る
。
経
費

が
手
数
料
以
上
に
か
か
る
の

で
あ
れ
ば
３
０
０
円
ほ
ど
に

値
上
げ
し
て
は
ど
う
か
。

参
事（
総
括
担
当
）　

差
を
つ

け
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

町
長　

利
便
性
向
上
は
住
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
な
る
。
窓

口
事
務
の
人
件
費
を
他
に
回

せ
る
。

問
　
　
　

町
内
の
コ
ン
ビ
ニ
数

と
対
応
は
。

住
民
福
祉
課
長
補
佐　

町
内

７
カ
所
、
う
ち
６
カ
所
で
対

応
で
き
る
。

町
長　

使
え
る
場
所
を
町
民

に
丁
寧
に
周
知
し
た
い
。

問
　
　
　

問
題
は
Ｊｰ

Ｌ
Ｉ
Ｓ

へ
の
手
数
料
だ
。
Ｊｰ

Ｌ
Ｉ

Ｓ
は
国
の
機
関
に
な
っ
た
。

手
数
料
を
下
げ
る
よ
う
国
に

働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

町
長　

自
治
体
の
サ
ー
ビ
ス

に
は
差
異
が
あ
る
。
そ
の
中

で
手
数
料
設
定
が
行
わ
れ
て

い
る
。
注
視
を
し
な
が
ら
必

要
な
と
き
に
声
を
上
げ
た
い
。

問

　
　
　
　

４
月
か
ら
コ

　
　
　
　

ン
ビ
ニ
エ
ン

　
　
　
　

ス
ス
ト
ア
等

の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
、

住
民
票
と
印
鑑
証
明
を

交
付
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
す
る
。
こ
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に

は
、
い
ず
れ
も
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
。

印
鑑
証
明
の
経
費
は
２

０
０
円
を
超
え
る
が
、

住
民
の
負
担
は
役
場
窓

口
と
同
じ
２
０
０
円
と

す
る
。

概要
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

Ｊ-ＬＩＳとは
　　地方公共団体情報システ
ム機構（略称：Ｊ-ＬＩＳ）は、
国と地方公共団体が共同管理
する法人。住民基本台帳ネッ
トワークシステム、コンビニ
交付サービス、マイナンバー
カードの発行・更新など、シ
ステムの運用を担っている。

子
ど
も
に
係
る
国
保
税
軽
減
措
置

　
　
　
　

国
は
、
子
育
て
支
援
と
し
て
未
就
学
児
（
小
学
校

　
　
　
　

入
学
前
の
児
童
）
の
国
民
健
康
保
険
税
の
均
等
割

　
　
　
　

を
５
割
軽
減
す
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
２
割
、
５

割
、
７
割
軽
減
世
帯
の
子
ど
も
の
均
等
割
も
さ
ら
に
５
割
軽

減
さ
れ
る
。
対
象
は
約
70
世
帯
、
軽
減
の
財
源
は
国
が
２
分

の
１
、
県
が
４
分
の
１
、
町
が
４
分
の
１
。
町
費
に
つ
い
て

は
、
一
般
会
計
か
ら
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
に
繰
り

入
れ
ら
れ
る
。

概要
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

５
割
を
公
費
に
よ
り

軽
減
す
る
と
あ
る
が
、
公
費

の
負
担
額
は
。

税
務
課
長　

全
体
額
は
１
３

１
万
円
で
、
町
は
32
万
７
０

０
０
円
負
担
で
あ
る
。

問
　
　
　

他
の
健
康
保
険
で
は

均
等
割
の
概
念
は
な
い
。
子

育
て
環
境
向
上
の
た
め
、
残

り
５
割
を
町
単
独
で
負
担
し

て
は
ど
う
か
。

町
長　

税
法
改
正
に
伴
う
も

の
で
あ
り
、
均
等
割
ゼ
ロ
は

今
回
考
え
て
い
な
い
。

問

　

未
就
学
児
の
国
保
世

帯
が
負
担
軽
減
に
な
る

こ
と
は
良
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。
町
に
お
い
て

も
安
定
的
な
国
保
運
営

を
望
み
ま
す
。

寺田　勉さん
てら  だ　　 つとむ
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色覚の対応については自分達の頃とは比較にもならなくて、障害者にとってだんだ
ん生活しやすくなっているのが嬉しいです。（80代以上女性）議会を傍聴して

国から示された報酬基準に

消防団員および
　水防団員の報酬を改正

　
　
　
　

国
が
示
し
た
非
常
勤
消
防
団
員
の
報
酬
等
の
基
準

　
　
　
　

に
基
づ
い
て
報
酬
が
改
定
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　

実
施
さ
れ
る
。
ま
た
出
動
１
人
１
回
当
た
り
１
０

０
０
円
の
費
用
弁
償
が
新
設
さ
れ
た
。
報
酬
と
費
用
弁
償
は

消
防
団
員
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
、
消
防
ポ
ン
プ
車
な
ど
の

維
持
管
理
費
は
町
が
全
額
を
負
担
し
、
各
分
団
に
は
事
業
費

補
助
を
支
給
す
る
よ
う
変
更
さ
れ
る
。

概要

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

報
酬
改
定
と
費
用
弁

償
の
新
設
で
ど
れ
だ
け
予
算

が
増
え
る
の
か
。

危
機
管
理
課
長　

報
酬
で
５

４
０
万
円
、
３
カ
年
平
均
で

年
間
13
回
出
動
し
て
い
る
の

で
、
費
用
弁
償
で
は
５
７
０

万
円
程
度
増
え
る
予
定
。

問
　
　
　

分
団
や
部
の
運
営
費

は
ど
う
な
る
の
か
。

危
機
管
理
課
長　

出
動
が
長

時
間
に
及
ん
だ
場
合
の
食
事

に
つ
い
て
は
必
要
な
経
費
と

す
る
。

問

　
　
　

配
備
さ
れ
る
ポ
ン
プ

車
は
普
通
自
動
車
運
転
免
許

で
運
転
で
き
る
の
か
。

危
機
管
理
課
長　

準
中
型
自

動
車
運
転
免
許
が
必
要
。

問

　
　
　

小
型
化
し
た
ポ
ン
プ

車
の
性
能
は
。

危
機
管
理
課
長　

従
来
の
ポ

ン
プ
車
よ
り
毎
分
の
放
水
量

が
５
０
０
ℓ
低
下
。
ま
た
燃

料
タ
ン
ク
が
独
立
型
と
な
る

た
め
、
運
転
時
間
が
４
時
間

ほ
ど
短
く
な
る
。

問
　
　
　

バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
や

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
付

い
て
い
る
の
か
。

危
機
管
理
課
長　

両
方
付
い

て
い
る
。

問
　
　
　

過
去
に
購
入
し
た
車

に
も
順
次
付
け
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

危
機
管
理
課
長　

今
後
計
画

を
立
て
て
対
策
し
た
い
。

問

　
　
　

入
札
参
加
資
格
６
社

に
は
、
製
造
メ
ー
カ
ー
と
販

売
店
が
混
入
し
て
い
る
。
こ

れ
は
お
か
し
く
な
い
か
。

企
画
公
室
長　

消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
入
札
参
加
資
格
申
請

受
付
事
業
者
で
入
札
し
た
。

基
準
含
め
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問
　
　
　

当
初
予
算
の
執
行
が

12
月
と
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

危
機
管
理
課
長　

消
防
団
か

ら
ポ
ン
プ
車
の
小
型
化
の
要

望
が
あ
っ
た
が
、
適
応
車
両

が
３
月
で
販
売
終
了
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
適
応
車
両
が

発
売
さ
れ
た
の
で
今
に
な
っ

た
。 問 消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入

物
品
売
買
契
約
の
締
結

イメージ
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議議会だよりはこうして作られる
真剣に真剣に 力合わせて 楽しくわせて 楽しく
議会だよりはこうして作られる
真剣に 力合わせて 楽しく　議会だよりは、毎号６回程度の作業を行って年４回発行を基

本にしている。令和３年からラフレイアウトに基づく編集作業
に移行した。全ての記事は、各議員から提出されたものを編集
している。議員が手分けして住民に会いに行き、顔写真とコメ
ントを集める。自分たちで必要な写真を撮るなど内容が充実し
てきた。議会だよりができるまでを紹介したい。

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 最　終

委員会の様子

　「議会だよりかつらぎ」は、他市町
村のものに比べてわかりやすくて読
みやすい議会広報紙だと思います。

・ラフレイアウトの確認
・編集ページの分担
・ページ数の大まかな確認
・一般質問の担当決定
・住民への取材の分担
・委員会日程と締め切りの確認

中
阪　

雅
則
町
長

取
材
に
行
っ
て

話
を
聞
く

　

住
民
の
氏
名
と
写
真
を

紙
面
に
載
せ
る
。
住
民
の

意
見
を
聞
く
た
め
に
足
を

運
ぶ
。
コ
メ
ン
ト
は
50
字

以
内
。
多
く
の
住
民
に
登

場
し
て
も
ら
い
た
い
。

写
真
を
撮
る

　

表
紙
写
真
を
募
集
し
て

い
る
が
、
な
い
場
合
は
、

議
員
が
写
真
を
撮
り
に
行

く
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場

で
カ
メ
ラ
を
構
え
た
こ
と

も
。
大
き
な
写
真
で
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
紙
面
を
。

議
案
の
審
議
を

分
か
り
や
す
く

見
せ
るリー

ド
と
概
要
で

全
体
の
姿
を

伝
え
る

質
疑
を
生
か
す

　

今
ま
で
の
経
緯
、
議
案

の
内
容
を
リ
ー
ド
や
概
要

で
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
議
案

を
多
面
的
に
浮
き
彫
り
に

し
て
、
難
し
い
内
容
も
分

か
り
や
す
く
伝
え
た
い
。

　

議
場
で
出
さ
れ
た
厳
し

い
意
見
も
含
め
、
質
疑
を

伝
え
る
。
議
員
と
町
当
局

の
リ
ア
ル
な
姿
を
伝
え
た

い
。

　編集議員が、情報誌の役割分担
をしつつ、「燃え上がる情熱と社会
的使命と自覚」をもって、楽しみな
がら作業している。

　益々情報のデジタル化が進む中で
紙面の構成に配慮され、その上議
員さん同士のバランスにも考慮され
ている。

　町の財政状況がわかりやすい内容
です。各議員さんが町のために各面
において勉強していることがわかりま
す。

　子育てから高齢者世代まで、安心
して生活できる政策への取り組みが、
議会だよりを読むことで伝わってきま
す。

できあがりできあがり

ラフレイアウトラフレイアウト

手書き版下手書き版下

できあがり

ラフレイアウト

手書き版下

な
か
さ
か　
　

 

ま
さ
の
り

松
本　

欣
也
さ
ん

ま
つ
も
と　
　

 

き
ん　
や

溝
端　

圀
勝
さ
ん

か
つ
ら
ぎ
町
印
刷
組
合
幹
事

議
会
モ
ニ
タ
ー

み
ぞ
ば
た　
　

 

く
に
か
つ

澁
谷　

弘
和
さ
ん

し
ぶ
や　
　

 

ひ
ろ
か
ず

玉
置　

祥
子
さ
ん

た
ま
き　
　

 

さ
ち
こ

　

議
会
な
ら
で
は
の
特
集

を
組
み
た
い
が
、
現
在
は

手
探
り
状
態
。
真
ん
中
の

見
開
き
が
カ
ラ
ー
。
読
ん

で
も
ら
え
る
特
集
に
し
た

い
。 特

集
ペ
ー
ジ

feature

・議員提出記事の取捨選択、校閲
・手書きレイアウト作成
・取材、写真撮影

・議員提出記事の取捨選択、校閲
・一般質問の校正
・手書きレイアウト作成
・取材、写真撮影
・がんばる人の記事確認
・印刷会社への入稿

・印刷会社の版下に基づく　
　校閲と校正

・印刷会社の版下の校正 ・委員長、副委員長、事務
　局による最終校正

議員が撮った表紙写真議員が撮った表紙写真議員が撮った表紙写真
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一般質問
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町民町民のおもいおもいを届ける届ける6060分町民のおもいを届ける60分

19

20

21

22

23

24

25

ページ 質　　問　　事　　項 質  問  議  員

色覚特性への配慮を

生理問題を深く理解して対応を

かつらぎ霊園の園内道路の整備を

維持管理技術者の確保が必要では

日本遺産を活用した活性化策を

リサイクル率向上で循環型社会を

健康寿命５年経過の実態

福 岡 久 二 子

東 芝 　 弘 明

宮 井 　 健 次

藤 本 　 憲 一

新 堀 　 行 雄

松 岡 　 宏 行

溝 北 　 好 一

中阪町長

　一般質問は、議員が事前に提出した通告書に基づいて、町政に関する提案や質
問を行うもので、持ち時間は１人60分。なお、記事は、質問者の責任において作
成されたものである。

各ページ議員名の下の
二次元コードを読み取ると
ユーチューブで質問映像を
見ることができます。

写真はコロナ対策のため、パーテーション越しに撮影している。
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学校トイレへの生理用品の設置については反対。教育長答弁のとおりであれば、学
校対応はこれで良いと思う。（80代以上女性）議会を傍聴して

一般質問

福岡久二子 議員

　
　
　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
と
は
、
ま
た
、
色

覚
特
性
と
は
。

住
民
福
祉
課
長　

ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は
、

障
害
の
有
無
、
年
齢
、
性

別
、
人
種
な
ど
に
か
か
わ

ら
ず
、
誰
に
も
分
か
り
や

す
く
使
い
や
す
い
も
の
を

作
る
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
。

案
内
表
示
や
印
刷
物
の
色

の
場
合
、
誰
で
も
同
じ
よ

う
に
見
え
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
色
使

い
を
工
夫
す
る
。

健
康
推
進
課
長　

色
覚
特

性
と
は
、
色
の
識
別
が
し

に
く
い
特
性
の
こ
と
。
日

本
人
で
は
、
男
性
の
20
人

に
１
人
、
女
性
の
５
０
０

人
に
１
人
の
割
合
で
見
ら

れ
る
。

問

　
　
　

今
後
で
き
る
こ
と

は
。

参
事（
総
務
・
厚
生
担
当
）

カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
導
入
を
周
知
、
統

一
し
て
取
り
組
む
。
外
部

発
注
の
仕
様
書
や
契
約
書

問

色覚特性への配慮を
利用者の視点に立って対応する町 長

　
　
　

各
課
室
で
の
色
覚

特
性
へ
の
配
慮
は
。

総
務
課
長　

「
広
報
か
つ

ら
ぎ
」
は
配
慮
不
十
分
。

企
業
と
の
共
同
発
行
の
も

の
は
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
導
入
も
。

企
画
公
室
長　

町
外
向
け

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
、
配

慮
は
不
十
分
で
あ
る
。
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
で
色
の
選
択
ボ

タ
ン
が
あ
る
が
、
各
課
か

ら
の
表
や
グ
ラ
フ
に
つ
い

て
配
慮
は
不
十
分
。

危
機
管
理
課
長　

カ
ラ
ー

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
導
入
は
し
て
お
ら
ず
、

配
慮
は
不
十
分
で
あ
る
。

建
設
課
長　

航
空
写
真
で

は
色
の
判
別
困
難
を
予
測

し
て
作
成
す
る
が
、
色
覚

特
性
へ
の
配
慮
が
あ
る
と

は
言
い
切
れ
な
い
。

問

に
も
盛
り
込
む
。

町
長　

利
用
者
の
視
点
に

立
っ
た
対
応
を
し
た
い
。

　
　
　

学
校
で
の
配
慮
は
。

教
育
総
務
課
長　

カ
ラ
ー

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

対
応
の
チ
ョ
ー
ク
を
使
用
。

グ
ラ
フ
、
図
表
は
少
な
い

色
で
。
色
以
外
の
情
報
を

加
え
る
工
夫
も
。

教
育
長　

教
科
書
は
全
て

カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
。
色
の
見
分
け
が

困
難
な
児
童
生
徒
が
い
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
前

提
で
教
育
環
境
を
整
え
て

い
る
。

問
　
　
　

学
校
の
健
診
で
色

覚
検
査
が
必
須
事
項
か
ら

外
さ
れ
た
経
緯
と
、
現
在

の
状
況
は
。

教
育
総
務
課
長　

色
覚
特

性
が
あ
っ
て
も
配
慮
に
よ

り
ほ
ぼ
支
障
な
く
学
校
生

活
が
可
能
で
あ
る
と
い
う

理
由
で
、
平
成
15
年
に
外

さ
れ
た
。
以
降
、
検
査
が

問

　
　
　

色
覚
特
性
が
あ
る

と
分
か
っ
た
児
童
生
徒
に

は
ど
の
よ
う
に
。

教
育
総
務
課
長　

教
職
員

の
情
報
共
有
を
図
り
適
切

な
教
育
支
援
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
大
事
に
し
て
い
る
。

教
育
長　

教
職
員
が
正
確

な
知
識
を
身
に
付
け
る
研

修
も
大
切
で
あ
る
。

問

教
育
現
場
で
は

な
い
た
め
自
身
の
色
覚
を

知
る
機
会
が
な
い
な
ど
課

題
が
生
じ
た
。
現
在
本
町

で
は
、
色
覚
特
性
の
内
容
、

学
校
で
の
配
慮
や
、
職
業
、

進
路
選
択
の
こ
と
も
含
め

文
書
で
保
護
者
に
周
知
し
、

小
学
１
年
生
と
中
学
１
年

生
を
対
象
に
、
希
望
者

（
小
１
で
ほ
ぼ
１
０
０
％
、

中
１
で
90
％
）
に
検
査
を

実
施
し
て
い
る
。

色覚特性がある場合、黒板に使うチョークは、白、黄以外
は見えにくい。赤チョークはほとんど見えないので、使う
なら朱色のチョークを。
　　　　　　　（「和歌山県人権啓発センター」資料から）
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学校に生理用品があれば、貧困者だけでなく全員が生理用品を持っていかなくなる
と思います。（80代以上女性）議会を傍聴して

一般質問

東 芝 弘 明 議員

生理問題を深く理解して対応を
研修も大事だと認識している教育長

　
　
　

戦
前
、
女
性
が
生

涯
で
経
験
す
る
月
経
回
数

は
50
回
程
度
だ
っ
た
が
、

現
在
は
４
５
０
回
か
ら
５

０
０
回
に
な
っ
て
い
る
。

生
理
痛
で
苦
し
ん
で
い
る

人
は
30
％
近
く
あ
り
、
若

い
人
ほ
ど
生
理
痛
が
ひ
ど

い
。
月
経
困
難
症
に
は
、

機
能
性
月
経
困
難
症
と
病

気
を
原
因
と
す
る
器
質
性

月
経
困
難
症
が
あ
る
。
生

理
痛
が
ひ
ど
い
場
合
は
医

者
に
診
て
も
ら
う
文
化
を

つ
く
る
必
要
が
あ
る
。
月

経
に
対
す
る
配
慮
あ
る
対

応
を
。

教
育
長　

と
て
も
大
切
。

研
修
も
大
事
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
配
慮
あ
る
教
育

は
小
学
校
４
年
生
の
頃
か

ら
勉
強
し
始
め
、
実
際
の

手
当
等
は
、
養
護
教
諭
を

問

　
　
　
　
　

生
理
を
て
こ

に
貧
困
を
捉
え
る
こ
と
は

止
め
て
ほ
し
い
。

ま
と
め

　
　
　

町
が
一
定
の
予
算

を
組
ん
で
社
会
福
祉
協
議

会
（
以
下
「
社
協
」
と
い

う
）
に
事
業
を
委
託
し
、

物
資
の
提
供
を
行
う
仕
組

み
を
作
る
べ
き
。
予
算
を

組
め
ば
、
生
活
に
必
要
な

日
用
品
や
文
具
を
用
意
で

き
、
町
の
事
業
と
社
協
の

取
り
組
み
が
一
体
の
も
の

と
し
て
展
開
で
き
る
。
町

と
社
協
が
協
議
を
重
ね
つ

つ
、
食
料
品
と
日
用
品
、

文
房
具
な
ど
を
提
供
す
れ

ば
、
生
活
に
困
っ
て
い
る

人
を
助
け
る
力
に
な
る
。

問 困
っ
て
い
る
人
に
物
資
の
提
供
を

町
長　

社
協
が
実
施
し
て

い
る
食
料
・
物
品
の
無
償

提
供
を
継
続
す
る
の
は
当

然
。
困
っ
て
い
る
人
に
手

を
差
し
伸
べ
る
の
は
重
要
。

日
用
品
は
物
品
の
種
類
が

広
範
囲
。
備
蓄
内
容
や
備

蓄
場
所
の
検
討
も
必
要
に

な
る
。
食
料
は
提
供
す
る

け
れ
ど
も
日
用
品
は
提
供

し
な
い
と
い
う
理
由
は
ど

こ
に
も
な
い
。
今
後
、
検

討
・
研
究
を
し
て
進
め
た

い
。

中
心
に
対
応
し
て
い
る
。

特
に
宿
泊
を
伴
う
と
き
は

全
職
員
が
関
わ
っ
て
い
る
。

で
き
な
い
課
題
に
対
応
で

き
る
環
境
に
な
る
が
、
背

景
や
原
因
が
見
え
に
く
く

な
る
。
た
だ
子
ど
も
た
ち

の
声
を
聞
く
こ
と
も
大
事

な
の
で
、
今
後
の
在
り
方

を
考
え
た
い
。

導
し
つ
つ
無
償
で
配
布
し

て
い
る
。
令
和
３
年
度
は

４
月
１
日
か
ら
12
月
３
日

ま
で
状
況
を
把
握
。
小
学

校
５
校
、
中
学
校
２
校
あ

る
中
で
、
小
学
校
５
校
合

わ
せ
13
回
ほ
ど
子
ど
も
た

ち
が
保
健
室
を
訪
れ
て
い

る
。
不
測
の
事
態
に
も
対

応
し
て
い
る
。

　
　
　

医
学
は
、
女
性
の

苦
し
み
を
軽
減
し
よ
う
し

て
い
る
。
こ
れ
に
呼
応
し

て
小
中
学
校
の
女
子
ト
イ

レ
に
生
理
用
品
を
常
備
し

つ
つ
、
理
解
と
対
策
が
進

む
よ
う
に
す
べ
き
。

教
育
長　

児
童
生
徒
が
急

に
生
理
用
品
が
必
要
に
な

っ
た
と
き
、
主
に
保
健
室

で
そ
の
対
処
の
方
法
を
指

問

　
　
　

日
本
の
学
校
に
は
、

同
調
圧
力
の
高
い
文
化
が

あ
る
。
生
理
用
品
が
手
に

入
ら
な
い
、
お
母
さ
ん
に

買
っ
て
も
ら
え
な
い
女
の

子
の
中
に
は
保
健
室
に
行

け
な
い
子
も
い
る
と
思
う
。

教
育
委
員
会
と
学
校
は
、

格
差
と
貧
困
が
広
が
っ
て

い
る
中
で
、
子
ど
も
た
ち

の
状
況
を
考
え
る
べ
き
。

教
育
長　

女
子
ト
イ
レ
に

も
生
理
用
品
を
常
備
す
れ

ば
選
択
肢
が
増
え
、
不
安

解
消
や
生
理
用
品
を
購
入

問

トイレに生理用品を
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コロナの中で皆様がマスクを着用して、皆様とても協力的でとても良い感じである
と思います。（80代以上女性）議会を傍聴して

一般質問

宮 井 健 次 議員

　
　
　

か
つ
ら
ぎ
霊
園
の

墓
地
の
利
用
状
況
は
。

住
民
福
祉
課
長　

墓
地
の

区
画
数
は
１
３
３
２
区
画
。

平
成
30
年
度
永
代
使
用
８

区
画
、
返
還
18
・
５
区
画
、

平
成
31
年
度
永
代
使
用

13
・
５
区
画
、
返
還
25
・

５
区
画
、
令
和
２
年
度
永

代
使
用
４
区
画
、
返
還
９

区
画
で
返
還
区
画
数
が
増

え
て
い
る
の
が
特
徴
。

問
　
　
　

理
由
は
。

住
民
福
祉
課
長　

平
成
20

年
代
前
半
に
は
「
終
活
」

と
い
う
言
葉
も
流
行
し
、

樹
木
葬
な
ど
が
広
が
り
を

見
せ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ

の
頃
か
ら
お
墓
の
取
り
扱

い
を
ど
う
し
て
い
く
か
話

し
合
わ
れ
る
機
会
が
増
え
、

そ
れ
が
要
因
と
な
り
近
年
、

問

かつらぎ霊園の園内道路の整備を
新年度予算に反映したい町 長

墓
地
の
返
還
が
増
え
て
き

て
い
る
。

住
民
福
祉
課
長　

勾
配
を

緩
や
か
に
す
る
案
、
墓
地

の
拡
張
用
地
に
車
両
の
乗

り
入
れ
案
が
浮
上
し
た
が
、

改
修
費
用
の
問
題
な
ど
も

あ
り
実
現
で
き
ず
に
今
日

に
至
っ
て
い
る
。

　
　
　

Ａ
団
地
か
ら
Ｄ
団

地
ま
で
の
園
内
道
路
に
つ

い
て
、
写
真
（
右
）
を
見

て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
急

な
坂
道
に
な
っ
て
い
る
。

傾
斜
角
度
は
ど
れ
く
ら
い

か
。

住
民
福
祉
課
長　

約
17
度

と
な
っ
て
い
る
。

問

　
　
　

お
年
寄
り
が
お
供

え
物
を
抱
え
て
墓
参
り
で

き
る
と
思
う
か
。

住
民
福
祉
課
長　

園
内
道

に
は
手
す
り
を
設
置
し
て

い
る
が
、
お
年
寄
り
が
お

供
え
物
を
持
っ
て
、
上
り

下
り
す
る
に
は
か
な
り
負

担
が
か
か
っ
て
い
る
の
は

承
知
し
て
い
る
。

問

　
　
　

た
め
池
の
改
修
で

畑
谷
池
の
改
修
が
進
ん
で

い
る
。
霊
園
に
続
く
町
道

宝
形
線
沿
い
で
山
を
削
っ

て
土
砂
採
取
し
て
い
る
が
、

い
つ
町
道
に
土
砂
が
崩
れ

て
く
る
か
危
険
だ
。
夜
間

に
は
注
意
喚
起
す
る
看
板

も
な
い
。

建
設
課
長　

伊
都
振
興
局

農
地
課
へ
連
絡
し
、
改
善

し
て
も
ら
う
。

問
　
　
　

京
奈
和
の
ト
ン
ネ

ル
か
ら
霊
園
に
向
け
て
外

灯
が
20
本
あ
る
が
、
う
ち

７
本
が
点
滅
状
態
か
消
え

て
い
る
。
霊
園
へ
は
夜
に

走
る
場
合
が
多
い
の
に
、

こ
れ
で
は
危
険
こ
の
上
な

い
。
即
刻
、
改
善
を
。

住
民
福
祉
課
長　

改
善
す

る
。 問

　
　
　

で
は
ど
う
す
る
の

か
。問

　
　
　

や
は
り
霊
園
の
管

理
・
運
営
が
お
ざ
な
り
に

さ
れ
て
い
る
。
町
長
の
考

え
は
。

町
長　

な
ぜ
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
こ
な
か
っ
た
の

か
私
も
疑
問
に
思
う
。
具

体
的
な
方
針
を
し
っ
か
り

立
て
て
早
急
に
対
応
し
て

い
く
。
新
年
度
予
算
に
反

映
し
た
い
。

問
　
　
　
　
　

「
障
害
者
優

先
調
達
推
進
法
」
に
も
と

づ
く
町
の
施
策
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

そ
の
他

傾斜角度が17度。きつくて墓参りが困難
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小中学校で色覚検査をしているとのことを知り、とても各課共々が取り組んで頂い
ている事を知って良かったと思います。（80代以上女性）議会を傍聴して

一般質問

藤 本 憲 一 議員

　
　
　

９
月
に
大
谷
の
中

谷
川
仮
設
送
水
管
事
故
が

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
和
歌

山
市
で
水
管
橋
の
崩
落
事

故
が
あ
り
、
施
設
の
維
持

管
理
の
重
要
性
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
本
町
水
道
施

設
の
維
持
管
理
は
。

上
下
水
道
課
長　

水
道
管

路
の
点
検
は
、
毎
年
計
画

的
に
地
域
を
決
め
、
委
託

に
よ
る
漏
水
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。
老
朽
管
は
計

画
的
に
更
新
施
工
し
て
い

る
。
水
道
施
設
は
、
中
央

監
視
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
常

時
監
視
を
行
っ
て
お
り
、

異
常
発
生
時
は
職
員
に
自

動
的
に
連
絡
が
入
り
、
そ

の
都
度
対
応
し
て
い
る
。

水
道
管
事
故
対
応
は
管
工

事
組
合
に
委
託
し
、
事
故

時
に
は
、
職
員
と
共
に
復

問

　
　
　

町
道
の
維
持
管
理
、

点
検
業
務
の
現
状
は
。

建
設
課
長　

長
さ
が
２
メ

ー
ト
ル
以
上
の
橋
梁
は
、

点
検
業
務
委
託
し
て
い
る
。

道
路
は
、
毎
月
２
回
程
度

の
定
期
的
パ
ト
ロ
ー
ル
、

台
風
豪
雨
の
場
合
は
翌
日

町
内
全
域
の
道
路
パ
ト
ロ

ー
ル
を
４
班
編
成
で
実
施

し
て
い
る
。
各
自
治
区
に

は
、
舗
装
面
の
陥
没
や
段

問

　
　
　

自
治
区
の
協
力
は

あ
り
が
た
い
。
そ
こ
で
各

自
治
区
に
は
、
年
２
回
程

度
の
道
・
溝
掃
除
が
あ
る
。

そ
の
時
を
利
用
し
て
生
活

道
路
だ
け
で
も
点
検
、
維

持
管
理
を
自
治
区
に
頼
め

な
い
か
。

町
長　

日
頃
か
ら
自
治
区

に
道
路
の
草
刈
り
や
清
掃

は
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
状
況
を
考
え
れ
ば
、
自

治
区
に
維
持
管
理
を
頼
む

こ
と
は
か
な
り
厳
し
い
。

問

維持管理技術者の確保が必要では
今後も定期的採用が必要町 長

　
　
　

常
時
の
維
持
管
理
、

異
常
発
生
時
の
対
応
に
も

専
門
技
術
者
の
指
導
が
必

要
で
あ
る
。
今
後
も
こ
の

体
制
を
続
け
る
の
で
あ
れ

ば
、
技
術
者
の
育
成
、
養

成
、
新
規
採
用
が
必
要
と

思
う
が
。

町
長　

現
在
は
、
長
い
経

験
を
持
っ
た
職
員
が
頑
張

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
町
の
技
術
職
員
は
、

若
手
職
員
が
少
な
い
上
に
、

年
代
的
な
偏
り
が
あ
る
。

来
春
に
は
技
術
職
を
新
規

採
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

技
術
を
持
っ
た
職
員
を
置

く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

今
後
に
つ
い
て
も
定
期
的
、

ま
た
引
き
続
い
て
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
な
が
ら
の
採
用

は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問 旧
作
業
を
お
願
い
し
て
い

る
。
事
故
の
影
響
が
広
範

囲
で
長
期
間
の
場
合
は
、

水
道
災
害
相
互
応
援
対
策

要
綱
に
基
づ
く
協
定
に
よ

り
近
隣
自
治
体
か
ら
給
水

車
の
派
遣
、
人
的
支
援
、

修
理
部
材
の
融
通
等
の
協

力
が
行
わ
れ
る
。

差
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
標

識
等
の
異
常
情
報
を
も
ら

い
対
応
し
て
い
る
。

給水車は常時点検整備を行い出動のため待機している
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生理痛について男性議員に意見が出ることは、とても興味があり、とても日本ある
いはかつらぎ町全体としてとても大切であると思います。（80代以上女性）議会を傍聴して

一般質問

新 堀 行 雄 議員

　
　
　

日
本
遺
産
と
は
。

生
涯
学
習
課
長　

わ
が
国

の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス

ト
ー
リ
ー
を
文
化
庁
が
認

定
す
る
制
度
で
あ
る
。

問問

日本遺産を活用した活性化策を
地域の団体や事業者と取り組む町 長

構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

日
本
遺
産
の
認
知

度
は
低
い
。
対
策
は
。

産
業
観
光
課
長　

認
知
度

の
向
上
が
重
要
で
あ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
す
る

と
と
も
に
メ
デ
ィ
ア
へ
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

問

　
　
　

世
界
遺
産
や
、
地

域
の
商
業
施
設
な
ど
を
含

め
た
活
性
化
策
が
必
要
と

思
う
が
。

産
業
観
光
課
長　

行
政
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
団
体

や
住
民
の
理
解
と
協
力
も

必
要
で
あ
る
。

問
　
　
　

日
本
遺
産
や
世
界

遺
産
、
商
業
施
設
や
商
店
、

文
化
財
な
ど
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
町

長
の
考
え
は
。

町
長　

ま
ち
づ
く
り
の
主

役
は
住
民
で
あ
る
。
主
役

と
し
て
頑
張
っ
て
も
ら
う

仕
組
み
を
作
り
、
世
界
遺

産
、
日
本
遺
産
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
構
成
要
素
を
使
い
、

地
域
の
団
体
や
事
業
者
と

一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

問

　
　
　

来
町
し
て
も
、
ル

ー
ト
整
備
や
案
内
板
の
設

置
が
で
き
て
い
な
い
が
。

産
業
観
光
課
長　

観
光
部

門
、
文
化
財
部
門
、
公
民

館
、
地
域
の
４
者
が
連
携

し
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
、
葛
城

修
験
日
本
遺
産
活
用
推
進

協
議
会
が
主
体
と
な
り
、

解
説
板
や
案
内
板
の
設
置

を
進
め
て
い
る
。

問

　
　
　

新
免
許
制
度
で
の

普
通
自
動
車
運
転
免
許
で

は
機
動
隊
の
ポ
ン
プ
車
を

運
転
で
き
な
い
と
い
う
が
。

危
機
管
理
課
長　

消
防
団

が
管
理
す
る
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
の
車
両
総
重
量
が

３
・
５
ｔ
か
ら
４
・
６
ｔ

で
あ
る
た
め
、
平
成
29
年

の
道
路
交
通
法
改
正
に
よ

り
準
中
型
自
動
車
運
転
免

許
が
必
要
と
な
る
。

問

　
　
　

ポ
ン
プ
車
の
小
型

化
を
図
り
つ
つ
、
準
中
型

の
免
許
取
得
に
助
成
を
行

う
の
が
最
善
の
方
法
と
考

え
る
が
。

町
長　

免
許
取
得
の
費
用

に
対
す
る
助
成
は
解
決
策

と
し
て
は
有
効
で
あ
る
が
、

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
消
防
団
の
大
切
さ

は
分
か
っ
て
い
る
。
１
人

で
も
多
く
の
人
が
、
消
防

団
員
と
な
っ
て
協
力
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
体
制
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

問

　
　
　

こ
の
問
題
を
解
決

す
る
に
は
。

危
機
管
理
課
長　

新
た
に

準
中
型
自
動
車
運
転
免
許

が
必
要
な
団
員
が
入
団
す

る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら

れ
る
。
何
ら
か
の
対
策
が

必
要
に
な
る
。
ま
た
、
普

問
消
防
団
に
つ
い
て

通
運
転
自
動
車
免
許
で
運

転
で
き
る
車
種
に
切
り
替

え
る
の
も
一
つ
で
あ
る
。

　
　
　

日
本
遺
産
葛
城
修

験
と
は
。

生
涯
学
習
課
長　

和
歌
山
、

大
阪
、
奈
良
の

境
に
そ
び
え
る

葛
城
の
峰
々
は
、

修
験
道
の
開
祖

と
い
わ
れ
る「
役

行
者
」
が
初
め

て
修
行
を
積
ん

だ
地
で
あ
る
。

今
も
修
験
者
た

ち
は
経
塚
や
ゆ

か
り
の
寺
社
、

滝
や
巨
石
を
巡

る
。
３
府
県
、

93
の
文
化
財
で

か
つ
ら
ぎ
し
ゅ

げ
ん

え
ん
の

ぎ
ょ
う
じ
ゃき

ょ
う
づ
か
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緻密な調査に感心させられました。特に「色覚」について多いに学びがありました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70代女性）議会を傍聴して

松 岡 宏 行 議員

　
　
　

ご
み
の
分
別
状
況

は
。

住
民
福
祉
課
長　

可
燃
９
、

不
燃
12
、
手
選
別
１
の
22

種
類
。

問

かなりの住民協力があれば50％も町 長

　
　
　

本
町
、
全
国
平
均
、

鹿
児
島
県
大
崎
町
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
等
は
。

住
民
福
祉
課
長　

１
人
当

た
り
１
日
の
ご
み
排
出

量
・
リ
サ
イ
ク
ル
率
・
処

理
経
費
は
本
町
６
７
６
ｇ

16
・
８
％
１
万
５
５
４
０

円
、
全
国
９
１
８
ｇ
19
・

６
％
１
万
６
４
０
０
円
、

大
崎
町
８
５
２
ｇ
82
・
６

％
９
３
６
４
円
。

問

一般質問

問

　
　
　

学
校
給
食
で
牛
乳

パ
ッ
ク
の
ス
ト
ロ
ー
廃
止

と
資
源
ご
み
へ
の
リ
サ
イ

ク
ル
化
と
残
食
の
堆
肥
化

は
。

教
育
長　

笠
田
小
学
校
４

年
生
で
堆
肥
化
し
て
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
栽
培
の
肥
料
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
牛
乳

パ
ッ
ク
の
ス
ト
ロ
ー
の
廃

止
と
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ

ク
ル
化
は
今
後
検
討
し
た

い
。

問問

　
　
　

生
ご
み
の
減
量
化

に
は
、
水
切
り
と
コ
ン
ポ

ス
ト
を
活
用
し
た
堆
肥
化

が
重
要
で
、
自
治
区
や
町

内
会
で
の
積
極
的
な
取
り

組
み
を
奨
励
金
と
し
て
交

付
し
て
は
。

参
事（
総
括
担
当
）　

積
極

的
な
地
域
に
奨
励
金
の
増

額
は
可
能
。

町
長　

ご
み
の
減
量
化
、

リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
は

住
民
の
意
識
改
革
が
必
要

で
、
啓
発
活
動
に
は
職
員

の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
。

問問

　
　
　

今
後
の
リ
サ
イ
ク

ル
率
の
目
標
は
。

町
長　

水
切
り
で
１
人
年

間
１
㎏
減
量
す
れ
ば
約
１

０
０
万
円
は
浮
く
。
水
切

り
、
生
ご
み
と
一
般
ご
み

の
分
別
な
ど
、
か
な
り
の

住
民
協
力
が
あ
れ
ば
50
％

を
超
え
る
の
で
は
。

問問

　
　
　

大
崎
町
は
リ
サ
イ

ク
ル
率
日
本
一
で
27
品
目

の
分
別
収
集
や
小
学
校
で

の
給
食
の
牛
乳
パ
ッ
ク
を

洗
っ
て
の
資
源
化
や
残
食

の
堆
肥
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
本
町
も
紙
を
４
か

ら
８
種
類
に
、
廃
食
油
・

割
り
箸
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
。

参
事（
総
務・厚
生
担
当
）

紙
は
広
域
で
最
低
限
分
類

し
て
い
る
。
廃
食
油
は
検

討
し
た
が
車
両
、
詰
め
替

え
作
業
、
保
管
場
所
な
ど

の
課
題
が
あ
る
。
割
り
箸

は
検
討
し
た
い
。

問問

リサイクル率向上で循環型社会を

問

　
　
　

公
共
施
設
数
と
管

理
業
務
は
。

企
画
公
室
長　

13
種
類
の

２
３
６
施
設
。
庁
舎
管
理

で
は
電
気
・
電
話
等
の
保

守
点
検
、
警
備
の
業
務
委

託
料
等
。

問

　
　
　

公
共
施
設
包
括
管

理
と
は
課
・
施
設
ご
と
の

管
理
業
務
を
包
括
し
て
、

安
全
性
の
確
保
や
保
守
点

検
の
標
準
化
、
業
務
の
効

率
化
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
地

元
業
者
の
育
成
。
導
入
を

検
討
し
て
は
。

町
長 

施
設
の
長
寿
命
化

な
ど
の
効
果
が
あ
る
反
面
、

業
務
コ
ス
ト
が
削
減
で
き

る
か
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
料
、

地
元
業
者
の
育
成
を
懸
念

す
る
。
今
後
、
公
共
施
設

の
包
括
管
理
業
務
委
託
と

指
定
管
理
者
制
度
を
検
討

し
た
い
。

問

　
　
　

全
国
で
は
公
共
施

設
の
一
元
管
理
が
進
ん
で

い
る
。
本
町
の
公
共
施
設

管
理
計
画
の
基
本
目
標
は
。

企
画
公
室
長　

予
防
保
全

の
長
寿
命
化
、
効
率
・
効

果
的
な
管
理
運
営
、
適
正

配
置
と
総
量
の
削
減
の
３

項
目
。

問
公
共
施
設
の
一
元
化
管
理

分別された
ごみ集積場
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役場職員、議員の方々が地域の為、住民の為の活発な意見交換、提案質問がなされ、
かつらぎ町議会が進められ、有意義な議会でした。（70代女性）議会を傍聴して

一般質問

溝 北 好 一 議員

　
　
　

平
成
28
年
３
月
か

ら
令
和
７
年
ま
で
の
10
年

間
で
成
果
の
確
認
と
な
る

が
、
当
初
か
ら
町
民
に
計

画
実
態
、
課
題
等
が
十
分

提
示
さ
れ
な
い
ま
ま
現
在

ま
で
き
た
と
考
え
る
が
。

健
康
推
進
課
長　

子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
健
康

づ
く
り
を
高
め
る
こ
と
が

必
要
で
「
健
康
寿
命
日
本

一
推
進
計
画
」
を
作
成
し

た
。 問

　
　
　

計
画
当
初
の
目
標

は
。

健
康
推
進
課
長　

男
性
80

歳
、
女
性
85
歳
だ
。
本
町

は
生
活
習
慣
病
リ
ス
ク
が

高
い
。

問
　
　
　

５
年
取
り
組
み
の

実
態
は
。

健
康
推
進
課
長　

高
血
圧

予
防
対
策
と
糖
尿
病
予
防

対
策
。
塩
分
低
減
へ
の
食

育
を
実
施
。
ま
た
、
が
ん

を
含
む
各
種
検
診
を
実
施
。

受
診
率
50
％
を
計
画
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
受
診
率

が
低
迷
。
上
げ
て
い
く
こ

と
が
課
題
だ
。

組
み
と
福
祉
的
取
り
組
み

の
健
康
が
両
輪
で
機
能
し

な
い
と
な
ら
な
い
。
今
後

は
、
町
民
が
健
康
で
文
化

的
な
生
活
が
営
め
、
健
康

寿
命
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動

の
キ
ー
ワ
ー
ド
な
く
し
て

健
康
は
無
い
。
仕
組
み
づ

く
り
を
考
え
る
。

が
あ
る
が
、
情
報
開
示
の

実
態
は
。

健
康
推
進
課
長　

令
和
３

年
10
月
か
ら
実
施
。
医
療

機
関
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

方
式
と
ス
マ
ホ
に
よ
る

「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
ア
プ

リ
」
等
の
方
法
が
あ
る
。

市
町
村
の
端
末
や
セ
ブ
ン

銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
も
申
し
込

み
可
能
。
患
者
の
同
意
の

上
で
特
定
検
診
情
報
や
薬

剤
情
報
が
保
有
期
間
あ
る

が
閲
覧
可
能
と
な
る
。
他

の
医
療
機
関
、
旅
行
や
災

害
時
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

本
町
で
も
奨
励
し
て
い
く
。

問

　
　
　

後
半
５
年
の
取
り

組
み
は
。

健
康
推
進
課
長　

受
診
率

50
％
、
う
ち
要
精
検
者
に

つ
い
て
は
精
密
検
査
率
１

０
０
％
を
目
標
に
す
る
。

保
健
指
導
・
高
齢
者
サ
ロ

ン
等
集
い
の
場
活
動
に
取

り
組
む
。

問

　
　
　

町
長
の
思
い
、
キ

ー
ワ
ー
ド
を
一
緒
に
な
っ

て
町
民
に
発
信
し
て
い
き

た
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
が
健
康
保
険
証
と
し

て
使
用
開
始
。
開
業
医
で

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
保
有

問

　
　
　

課
題
の
受
診
率
向

上
は
。

参
事（
総
務・厚
生
担
当
）

現
取
り
組
み
の
継
続
、
加

え
て
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

心
と
体
づ
く
り
。
社
会
体

育
の
連
携
を
行
う
。

問
　
　
　

後
半
の
健
康
づ
く

り
は
。

健
康
推
進
課
長　

心
の
健

康
維
持
向
上
、
メ
ン
タ
ル

問

健康寿命5年経過の実態
町民が健康で文化的な生活を営む町 長

ヘ
ル
ス
事
業
、
運
動
・
ス

ポ
ー
ツ
の
仕
組
み
づ
く
り

に
取
り
組
む
。

　
　
　

あ
ら
ゆ
る
取
り
組

み
の
実
態
だ
が
、
予
算
・

生
産
性
・
マ
ン
パ
ワ
ー
が

限
界
と
考
え
る
が
健
康
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
。

町
長　

「
健
康
寿
命
日
本

一
推
進
計
画
」
は
、
ベ
ー

ス
に
な
る
根
底
部
分
が
で

き
て
い
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ

教
室
に
よ
る
定
期
的
開
催

も
し
て
い
な
い
。
本
町
の

弱
い
と
こ
ろ
は
ス
ポ
ー
ツ

と
健
康
が
融
合
さ
れ
て
い

な
い
。
社
会
教
育
的
取
り

問

医療機関保有のカメラ付きカードリーダー
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害
想
定
と
の
整
合
性
、
風
水

害
お
よ
び
地
震
に
区
別
し
て

実
効
性
の
高
い
計
画
書
を
目

指
し
て
い
る
。
令
和
４
年
７

月
の
完
成
予
定
。

　

防
災
教
室
は
、
公
民
館
事

業
や
高
齢
者
サ
ロ
ン
、
小
中

学
校
で
９
回
実
施
し
、
今
後

自
主
防
災
組
織
に
呼
び
か
け

て
防
災
訓
練
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
む
予
定
。
防
災
セ
ン

タ
ー
で
、
簡
易
テ
ン
ト
や
ワ

ン
タ
ッ
チ
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、

段
ボ
ー
ル
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
設
営
を
体
験
し
た
。

妙
寺
団
地
の

        
建
て
替
え
事
業

　

当
初
計
画
よ
り
国
道
か
ら

の
進
入
路
や
ト
イ
レ
の
追
加
、

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
設
備
な
ど

で
増
額
と
な
り
、
北
エ
リ
ア

な
ど
の
見
直
し
で
フ
ッ
ト
サ

ル
な
ど
が
な
く
な
っ
た
報
告

を
受
け
、
計
画
性
の
不
備
な

ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

か
つ
ら
ぎ
西
部
公
園

整
備
計
画
の
変
更
と

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
見
学

　

か
つ
ら
ぎ
町
へ
の
来
町
者

や
出
身
者
な
ど
の
関
係
人
口

を
増
や
す
こ
と
で
地
域
活
性

化
を
図
る
目
的
で
令
和
２
年

度
よ
り
導
入
。
今
年
度
１
０

０
人
の
目
標
が
12
月
で
４
３

０
人
の
登
録
。
登
録
者
に
は

特
産
品
の
詰
め
合
わ
せ
や
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ッ
ズ
セ
ッ
ト

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
登
録
の
メ

リ
ッ
ト
を
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、
特

産
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
数
の
増
加

な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

関
係
人
口
を
増
や
す
こ
と

で
定
住
人
口
へ
と
つ
な
が
れ

ば
あ
り
が
た
い
。
な
お
、
こ

の
制
度
は
全
国
で
10
市
町
村

程
度
実
施
。

ふ
る
さ
と
住
民
制
度

　

平
成
21
年
作
成
し
た
防
災

計
画
は
平
成
28
年
見
直
し
、

今
回
は
法
令
や
国
や
県
の
被

地
域
防
災
計
画

見
直
し
の
進
捗
状
況
と

　
　

防
災
教
室
の
体
験

　

10
月
20
日
、
11
月
17

日
、
12
月
3
日
委
員
会

を
開
催
。

　

妙
寺
団
地
は
老
朽
化
の
た

め
入
居
者
の
安
全
性
と
快
適

性
を
図
る
た
め
、
１
〜
６
号

館
の
建
て
替
え
工
事
を
進
め

て
い
る
。
３
号
館
ま
で
完
成

し
、
現
在
４
号
館
（
Ｒ
Ｃ
３

Ｆ
15
戸
）
を
建
設
中
。
５
号

館
は
令
和
８
年
頃
で
６
号
館

は
検
討
中
。

農
産
物
販
売
促
進
事
業

　

コ
ロ
ナ
禍
で
農
産
物
の
消

費
が
落
ち
込
ん
で
い
る
た
め
、

農
産
物
や
加
工
品
の
販
売
促

進
を
目
的
と
し
た
事
業
。
内

容
は
町
外
へ
送
る
場
合
、
１

件
上
限
６
０
０
円
の
送
料
町

負
担
。
当
初
15
万
件
を
予
定

し
て
い
た
が
、
11
月
８
日
現

在
で
20
％
弱
と
少
な
い
。

　

Ｐ
Ｒ
不
足
や
、
橋
本
市
と

比
べ
て
補
助
が
少
な
い
な
ど

の
意
見
が
あ
っ
た
。

かつらぎ西部公園クラブハウスなどを視察

避難所に設置されるテントなど

かつらぎ霊園は国道から遠く、道順もわかりづらく、道も暗く、行きづらく思いま
す。（70代女性）議会を傍聴して



介
護
保
険
を

　
　
　
　
深
く
調
べ
る

　

昼
食
は
学
校
給
食
を
試
食

（
費
用
は
自
己
負
担
）
し
た
。

副
食
の
八
宝
菜
は
薄
味
だ
っ

た
が
、
野
菜
な
ど
の
食
材
の

味
が
出
て
い
て
美
味
し
か
っ

た
。

　

昼
食
後
、
小
学
校
の
多
目

的
室
で
校
長
と
教
育
委
員
会

に
対
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
の
質
問
や

制
服
問
題
な
ど
に
つ
い
て
幅

広
く
意
見
が
出
さ
れ
た
。
生

徒
数
が
増
え
て
い
る
な
か
、

予
備
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
あ
と

１
つ
し
か
な
い
な
ど
要
望
も

出
さ
れ
た
。

　

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
の

２
割
負
担
の
中
止
を
求
め
る

請
願
と
同
趣
旨
の
２
つ
の
陳

情
に
つ
い
て
、
一
括
審
議
が

行
わ
れ
た
。
「
法
律
も
通
り

制
度
の
持
続
性
も
必
要
な
の

で
こ
の
請
願
に
つ
い
て
は
反

対
」
と
い
う
意
見
と
と
も
に
、

「
住
民
の
生
活
が
苦
し
く
な

っ
て
い
る
の
で
、
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
に
賛
成
」
と

い
う
意
見
や
請
願
趣
旨
が
指

摘
し
て
い
る
各
指
標
に
つ
い

て
「
資
料
が
欲
し
い
」
と
い

う
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

協
議
の
結
果
、
継
続
審
査

に
賛
成
す
る
議
員
が
多
数
に

な
っ
た
の
で
、
提
出
者
に
さ

ら
に
資
料
を
提
出
し
て
も
ら

い
継
続
審
査
を
行
う
こ
と
を

確
認
し
た
。

請
願
・
陳
情
は

　
　
　
　
　

継
続
審
査

　

12
月
２
日
委
員
会
を

開
催
。

　

事
務
調
査
の
テ
ー
マ
に
決

ま
っ
て
い
た
介
護
保
険
事
業

に
つ
い
て
、
委
員
会
で
検
討

し
た
結
果
、
ま
ず
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
認
知

症
講
座
を
受
け
た
後
、
介
護

保
険
事
業
の
各
事
業
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
、
さ
ら
に
そ

の
中
か
ら
何
を
調
査
す
る
か

決
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
見
学

　

笠
田
小
学
校
を
訪
問
し
、

11
時
か
ら
学
校
の
概
要
報
告

を
校
長
か
ら
受
け
た
後
、
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
授
業
を
参
観
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は
、
今

ま
で
時
間
の
か
か
っ
て
い
た

教
員
に
よ
る
授
業
準
備
を
軽

減
し
て
く
れ
、
し
か
も
子
ど

も
の
知
的
関
心
を
生
み
出
す

力
が
あ
る
の
を
感
じ
た
。
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
授
業

は
、
児
童
に
よ
る
自
己
紹
介

を
作
る
も
の
だ
っ
た
が
、
機

器
の
起
動
が
う
ま
く
い
か
な

い
子
ど
も
も
い
て
課
題
を
感

じ
た
。
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お参りに行く道も急な様で歩きにくいとのこと。道の整備をしてお参りを楽に出来
る様考えてほしいですね。（70代女性）議会を傍聴して

デジタル教材を使っているところ

ICT教育を視察

試食した給食
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11
月
18
日
か
つ
ら
ぎ
総
合

文
化
会
館
で
17
人
の
モ
ニ
タ

ー
と
意
見
交
換
会
。
全
体
会

で
は
議
長
挨
拶
の
後
、
委
員

長
か
ら
趣
旨
・
経
過
説
明
後

３
会
場
に
分
か
れ
て
懇
談
し

た
。
モ
ニ
タ
ー
は
、
34
ペ
ー

ジ
に
お
よ
ぶ
資
料
を
熟
読
し

て
お
り
熱
い
意
見
が
あ
り

「
今
の
報
酬
で
は
若
い
世
代

は
生
活
で
き
な
い
」
「
議
員

数
を
削
減
す
れ
ば
住
民
の
声

が
届
き
に
く
い
」
な
ど
、
総

じ
て
定
数
削
減
の
声
は
少
な

く
、
報
酬
は
低
い
と
の
意
見

が
多
か
っ
た
。

歴
代
議
会
モ
ニ
タ
ー

      

と
の
意
見
交
換
会

　

12
月
22
日
か
つ
ら
ぎ
総
合

文
化
会
館
で
22
人
の
自
治
区

長
と
意
見
交
換
会
。
全
体
会

で
は
議
長
、
会
長
挨
拶
の
後
、

委
員
長
か
ら
趣
旨
・
経
過
説

明
後
３
会
場
に
分
か
れ
て
懇

談
し
た
。

　
「
議
員
を
選
出
し
て
い
な

い
地
区
は
区
長
が
要
望
を
ま

と
め
て
町
と
協
議
す
る
な
ど

大
変
」
「
23
万
円
の
報
酬
で

は
若
い
人
材
は
確
保
で
き
な

い
」
「
本
町
は
広
い
の
で
定

数
を
削
減
す
れ
ば
住
民
と
の

関
わ
り
が
少
な
く
な
る
」
な

ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

自
治
区
長
会
と
の

            

意
見
交
換
会

　

歴
代
議
会
モ
ニ
タ
ー
や
自

治
区
長
会
と
懇
談
し
て
意
見

を
聞
く
。
事
前
に
特
別
委
員

会
で
審
議
し
た
資
料
を
配
付

し
て
認
識
や
知
識
を
お
互
い

に
共
有
す
る
。

　

さ
ら
に
は
、
公
聴
会
や
参

考
人
招
致
、
町
民
と
の
懇
談

会
な
ど
を
検
討
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
不
特
定
多
数
の
住

民
と
の
懇
談
は
リ
ス
ク
が
あ

り
、
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

住
民
の
声
を
聞
く

　

10
月
４
日
、
10
月
29

日
、
12
月
10
日
委
員
会

を
開
催
。
11
月
18
日
歴

代
議
会
モ
ニ
タ
ー
と
の

意
見
交
換
会
、
12
月
22

日
自
治
区
長
会
と
の
意

見
交
換
会
を
実
施
し
た
。

設
置
目
的

　

か
つ
ら
ぎ
町
議
会
基
本
条

例
の
理
念
を
踏
ま
え
、
町
民

に
開
か
れ
た
議
会
お
よ
び
議

会
の
活
性
化
を
目
指
す
た
め

設
置
し
た
。
調
査
項
目
は

「
定
数
」
「
報
酬
」
「
議
会

構
成
と
運
営
」
。

山
形
県
庄
内
町
の

      

悩
み
と
取
り
組
み

　

２
万
１
０
０
０
人
で
、
少

子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
政

治
へ
の
関
心
の
薄
れ
、
議
員

報
酬
の
低
さ
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
が
あ
る
な
か
、
議

員
と
町
民
が
一
緒
に
な
っ
て
、

な
り
手
不
足
に
取
り
組
む
様

子
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番

組
を
視
聴
。
制
作
は
さ
く
ら

ん
ぼ
テ
レ
ビ
。

きめ細かな話し合いを通じて問題が聞いた者に届き、よい広がりがあり続けていく
傍聴になりたいと思います。（70代女性）議会を傍聴して

自治区長会との意見交換会（分科会）

歴代議会モニターとの意見交換会（全体会）



議会だよりかつらぎ
2022.2.1　92号

委員会報告

29

　

10
月
８
日
、
11
月
16

日
、
12
月
３
日
委
員
会

を
開
催
。

　

主
な
内
容
は
、
「
議

会
モ
ニ
タ
ー
の
声
」
の

編
集
。
映
像
配
信
視
聴

数
増
加
改
善
策
に
つ
い

て
審
議
し
た
。

　

住
民
懇
談
会
、
議
会

モ
ニ
タ
ー
と
の
懇
談
会

に
つ
い
て
は
次
回
の
委

員
会
で
開
催
内
容
を
検

討
予
定
。

視
聴
数
増
加
改
善
策

〇
防
災
ラ
ジ
オ
、
議
会
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
視
聴

　

呼
び
か
け
。

↓
実
施
済
。

〇
議
会
参
考
資
料
等
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
事
前
掲
載
。

↓
町
と
協
議
中
。

〇
町
民
に
理
解
し
て
も
ら
え

　

る
説
明
文
を
テ
ロ
ッ
プ
で

　

映
す
。

↓
休
憩
時
間
の
画
面
で
放
映
。

〇
町
民
の
意
見
を
広
く
聴
く

　

た
め
い
ろ
い
ろ
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ

　

の
活
用
。

↓
議
会
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

　

の
開
設
決
定
。

消防団員不足、町職員の加入も考えられるのではないでしょうか。（70代女性）議会を傍聴して

ご意見募集！

議会を傍聴
してみませんか

＆

「議会だより かつらぎ」表紙写真を募集
内容 町内で撮影された人物やイベントの写真
方法 住所・氏名・連絡先やタイトルなどを記入しメールなどで応募が可能です
詳しくは かつらぎ町議会事務局（〒649-7192　かつらぎ町丁ノ町2160番地）

電話：0736-22-0300㈹　FAX：0736-22-0604
ホームページ：http://www.town.katsuragi.wakayama.jp/gikai/

ケイタイからも応募が可能です。
あなたの記念の一枚！
お待ちしています。

映像配信  採決の瞬間
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議会モニターの声
令和3年度

　議案の審議をしている最中にて、ある議員が
「居眠り」をして、審議の採否の決定に参画し
ない場面が傍聴席側から発見された。議会の放
映中で「実に不謹慎な態度」であるので猛省を
願いたいところだ。　
　　　　　　　　　　　　　　　（70代男性）

　町民の声を議会運営に反映するため、議会
モニター制度を実施している。提出された感
想等レポートの一部を抜粋し、原文のまま掲
載する。

本会議

　議会関連資料についての事前の配布に対して
は、質量共にバランスとれていることが必要不
可欠であります。　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　（70代男性）

　発言での内容の記載文面作りに際して、本人に対し
て発言の意見の内容について、再度に渡り「発言の趣
旨や内容に向けての間違いの有無等」について、再確
認していくことは、非常に大事で重要なことであるの
で、編集の担当議員の対応姿勢は適切である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70代男性）

　議会だより（モニターの声）の作
成にあたり、町民の目線に立ち、見
やすい議会だよりに真剣に取り組ん
でいる姿が感じられて良かった。　
　　　　　　　　　　（50代男性）

議会だより編集特別委員会

総務産業常任委員会

　町長や町職員側との質疑応答が積極果敢になされていたの
は、比較的に良好だったと捉えました。お互いに両者が主張
する諸意見を戦わせていくことをすれば、「物事の問題解
決」に向けた糸口や手掛かりが見えてくることに結びついて
いく。従って両者の論争が大いに歓迎したいと捉えます。
「より一層に望ましいかつらぎ町政づくり」に向けて、大い
に奮励し、大きく努力して頂きたいと強く要請を致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70代男性）

決算審査特別委員会

広報広聴特別委員会

　議会活動の色々な情報の発信源となるので、情
報の提供を質量面の高い、そしてより良いものに
仕上げていく為には、「議員一人ひとりの自覚と
意欲と能力と見識等」を引き上げていくことが当
然に要求されてくる。能力向上等を真にもたらす
為には、多方面の分野の勉強が必要不可欠となり
ます。　　　　　　　　　　　　　（70代男性）

　全体を眺めてみることによって、現時点に於い
てのかつらぎ町政が取り組んでいる多方面の問題
提起について、理解が広まりそして深まるものと
なるので、「積極的な情報の提供が今後も大きく
必要である」と感じられました。
　　　　　　　　　　　　　　　　（70代男性）

議会だよりを読んで

　直接的な損得勘定に関与する問題だけに「保
守的で保身的で消極的な意見」が大半以上を占
めていたのが残念であると捉えた。
　　　　　　　　　　　　　　　（70代男性）
　かつらぎ町民の大多数から信用されて、しか
も信頼されるに値するような、議題解決策を講
じて頂きたい。
　　　　　　　　　　　　　　　（70代男性）

議員定数・報酬調査特別委員会

　議会ホームページは、議会活動の「内容や情況（場
面）や実態等」をありのままの姿や形でもって外部者
へ対して報告する「重要な手段となる役割」を果たす
ものとなるので、分かり易いものにしていくことが要
求されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70代男性）

　「適切で適度な写真の掲載と的確で分かり易い文章の
表現力」を調和させることが大いに必要です。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70代男性）

議会ホームページを見て

橋本市にも公園が出来た。九度山にも子供が遊べるのがあるのにどうしてかつらぎ
町には作ることができないのでしょうか。（70代女性）議会を傍聴してよりいっそうの良き町になります様に願っています。また住民も協力し合っていき

たいです。ありがとうございます。（70代女性）議会を傍聴して
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　次世代シリーズ「がんばる人」は、スポーツや文化活動などで
がんばっている子どもたちを紹介します。学校の中だけでなく、
民間や地域団体、個人でがんばっているのもＯＫです。

議会だよりかつらぎ
2022.2.1　92号

次世代
シリーズ

これからの「かつらぎ町」を担うのは君だ ！
がんばる人
紹  介

①今、頑張っていること
②始めたきっかけ
③将来の夢
④かつらぎ町の好きなところ

妙寺小学校６年

向井 悠真さん
むか い   ゆう  ま

笠田中学校２年

関本 柚優さん
せきもと  ゆず ゆ

①吹奏楽部の活動！
②演奏会を見に行って自分
もやりたいと思った。
③インテリアコーディネー
ターになりたい。
④地域の人達がみんな優し
く住みやすいところ。

①高学年メンバーの中の試合
でＭＶＰをとった。
②兄が始めて、さそわれたか
ら始めた。
③世界で活躍できるサッカー
選手。
④くだものが多くて、おいし
いところ。
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渋田小学校３年

阪中 理音さん
さかなか    り おと

笠田中

関本
せきもと

中 理音さん

①勉強とピアノの練習をがん
ばっています。
②ピアノをひくのが楽しそう
だったからです。
③野球の選手になることです。
④くだものが有名で、美味し
いところです。

校６年

悠真さん
ゆう ま

町議会
ホームページ
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